
大
井
川
扇
状
地
に
お
け
る
散
居
集
落

一
そ
の
起
源
と
集
落
型
の
継
承
性
に
関
す
る
若
干
の
考
察
－

谷

岡
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大井川扇状地における散屠集落（谷岡）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

【
要
約
】
　
駿
河
・
遠
江
の
両
国
々
境
に
展
開
す
る
大
井
川
扇
状
地
に
お
い
て
は
、
散
居
景
観
が
典
型
的
に
発
達
し
て
い
る
。
か
か
る
集
落
型
の
起
源
に
つ

い
て
、
従
来
は
近
世
初
期
の
成
立
に
か
か
る
も
の
と
考
え
ら
れ
た
。
し
か
し
筆
者
ら
は
、
居
住
地
の
時
間
的
連
続
性
・
居
住
者
の
系
統
性
・
集
落
型
の
継

承
性
と
い
う
三
方
向
か
ら
実
態
調
査
に
基
づ
く
ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
な
い
、
い
ま
ま
で
と
は
異
な
っ
た
結
論
を
得
る
に
至
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
台
地
の
開
析

谷
・
扇
側
や
扇
形
の
一
部
に
お
い
て
は
、
大
治
四
年
の
雪
曇
荘
立
券
文
案
に
示
さ
れ
た
ご
と
き
条
里
制
に
基
づ
く
土
地
割
が
残
存
し
て
い
る
。
ま
た
、
向

榛
原
の
一
部
に
は
堤
防
で
囲
わ
れ
た
輪
中
地
形
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
洪
水
か
ら
比
較
的
に
安
全
な
扇
状
地
上
位
面
（
微
高
地
）
に
居
住
し
、
し
ば
し

ば
氾
濫
す
る
同
下
位
面
に
て
子
鼠
を
営
む
と
い
う
生
活
が
、
古
代
か
ら
行
な
わ
れ
て
き
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
も
文
安
二
年
半
請
状
や
嘉
吉
三

年
の
検
地
目
録
に
記
載
さ
れ
た
名
主
百
姓
の
系
統
を
引
く
も
の
が
、
現
在
の
散
居
農
家
の
中
に
見
い
だ
さ
れ
、
居
住
者
の
家
系
を
若
干
は
十
五
世
紀
前
半

ま
で
、
ご
く
一
部
は
十
二
～
十
三
世
紀
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
る
。
か
か
る
事
実
の
う
え
に
立
ち
、
上
記
立
券
文
お
よ
び
検
地
目
録
、
土
地
所
有

関
係
、
本
家
～
分
家
関
係
を
検
討
し
た
結
果
、
こ
の
扇
状
地
の
大
部
分
で
は
、
散
居
的
開
発
↓
氾
濫
に
よ
る
耕
地
の
荒
廃
↓
そ
れ
の
再
開
発
と
い
う
過
程

が
繰
り
返
さ
れ
た
け
れ
ど
も
、
居
住
条
件
が
良
好
な
と
こ
ろ
で
は
、
全
体
と
し
て
階
層
分
化
が
進
行
し
、
居
住
密
度
が
高
ま
り
な
が
ら
も
、
同
じ
よ
う
な

散
居
的
集
落
形
態
が
、
歴
史
の
諸
時
期
を
通
じ
て
継
承
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
十
五
世
紀
前
半
以
降
に
見
ら
れ
る
集
落
型
の
継
承
は
、
そ
れ
以

前
の
時
期
に
お
い
て
も
行
な
わ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
世
界
的
に
見
て
、
　
象
。
。
も
母
。
。
δ
μ
軸
心
容
筥
厚
目
。
　
の
タ
イ
プ
に
属
す
る
と
思
わ
れ
る
床
本
の

散
居
集
落
は
、
古
代
に
は
集
居
集
落
と
の
未
分
化
な
か
た
ち
で
あ
ら
わ
れ
、
還
隔
地
荘
園
が
経
営
さ
れ
る
よ
う
な
嘗
○
窪
手
h
目
ぎ
σ
q
①
に
お
い
て
、
開
拓

に
伴
う
集
落
型
と
し
て
顕
現
す
る
に
至
っ
た
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
五
六
巻
三
号
　
一
九
七
三
年
五
月

問

題

東
海
地
方
中
部
の
大
井
川
扇
状
地
に
お
い
て
、
典
型
的
な
か
た
ち
で
展
開
す
る
散
居
集
落
は
、
歴
史
の
い
か
な
る
時
期
に
形
成
さ
れ
た
も
の

で
あ
ろ
う
か
。
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か
つ
て
小
川
琢
治
は
、
日
本
の
農
村
集
落
を
垣
内
式
と
散
布
式
、
す
な
わ
ち
集
居
タ
イ
プ
と
散
居
タ
イ
プ
と
の
対
照
に
よ
っ
て
と
ら
え
、
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

井
川
下
流
域
の
集
落
に
触
れ
て
、
そ
の
成
立
は
戦
国
期
よ
り
も
さ
ら
に
新
し
い
も
の
と
推
定
し
た
。
ま
た
、
こ
の
地
域
の
中
で
も
旧
、
平
倉
村

（
現
、
島
田
市
）
に
つ
い
て
実
態
調
査
を
行
な
っ
た
小
寺
廉
吉
・
岩
本
英
夫
は
、
小
川
説
を
一
歩
進
め
て
、
寛
永
四
年
（
一
六
二
七
）
洪
水
以
前
の

主
流
路
よ
り
も
北
側
の
地
域
で
は
、
散
居
集
落
が
慶
長
九
年
（
一
六
〇
四
）
の
洪
水
以
後
に
成
立
し
、
そ
れ
よ
り
も
南
側
で
は
、
寛
永
四
年
以
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

に
形
成
さ
れ
た
も
の
と
断
定
し
て
い
る
。

　
扇
状
地
の
な
か
で
も
比
較
的
に
扇
頂
部
寄
り
で
、
洪
水
の
被
害
が
著
し
い
旧
、
黙
諾
村
の
場
合
に
、
散
居
景
観
が
近
世
以
降
に
顕
著
と
な
っ

た
こ
と
は
、
容
易
に
理
解
し
う
る
。
し
か
し
、
そ
れ
を
も
っ
て
扇
面
の
全
域
に
及
ぼ
し
て
は
な
ら
な
い
。
湧
水
に
恵
ま
れ
、
し
か
も
氾
濫
の
害

が
さ
ほ
ど
大
き
く
な
い
扇
裾
部
で
は
、
中
世
以
前
に
居
住
さ
れ
た
可
能
性
が
強
い
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
散
居
集
落
の
起
源
が
中
世
お
よ
び
そ
れ
以
前
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
牧
野
信
之
助
が
礪
波
平
野
に
関
し
て
若
干
の
示
唆
を
与
え
、

　
　
　
④

金
田
章
裕
が
そ
れ
を
か
な
り
の
程
度
で
実
証
し
て
お
り
、
ま
た
、
長
井
政
太
郎
は
東
北
地
方
の
鬼
面
川
扇
状
地
そ
の
他
に
お
い
て
、
散
居
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

在
家
集
落
が
、
か
な
り
古
い
時
期
に
成
立
し
た
こ
と
を
立
証
し
て
い
る
。
筆
者
自
身
も
、
和
賀
川
が
北
上
川
に
合
流
す
る
左
岸
の
段
丘
面
に
お

い
て
、
散
居
的
中
世
豪
族
屋
敷
が
分
布
す
る
こ
と
を
、
実
態
調
査
に
よ
っ
て
確
か
め
え
た
。
そ
れ
に
近
い
胆
沢
扇
状
地
に
関
し
て
も
、
同
様
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

　
永
原
慶
二
が
行
な
っ
た
入
来
院
の
調
査
で
は
、
川
内
川
の
中
流
左
岸
に
お
い
て
、
十
二
～
十
三
世
紀
に
、
い
く
つ
か
の
在
家
が
小
村
形
態
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

と
っ
て
居
住
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
小
村
を
含
め
た
散
居
的
景
観
が
、
中
世
な
ら
び
に
そ
れ
以
前
の
時
期
に
成
立
し

た
事
実
が
、
歴
史
家
に
よ
っ
て
追
認
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

　
大
井
川
と
は
西
へ
一
つ
の
河
間
地
域
を
隔
て
る
天
龍
川
の
下
流
域
に
お
い
て
、
乱
流
す
る
河
川
の
諸
流
路
に
挾
ま
れ
た
微
高
地
で
は
、
平
安

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

末
期
に
疎
達
的
な
小
村
が
成
立
し
た
こ
と
を
、
筆
老
は
す
で
に
明
ら
か
に
し
た
。
大
井
川
に
つ
い
て
も
、
同
様
な
現
象
が
見
ら
れ
な
い
も
の
だ

ろ
う
か
。
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大井川溺状地における散居集落（谷岡）

　
他
方
、
い
ま
ま
で
密
居
的
と
考
え
ら
れ
て
き
た
条
里
型
集
落
が
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
く
、
い
わ
ば
寒
雲
塊
村
的
で
あ
る
こ
と
が
、
し
だ

い
に
明
瞭
と
な
っ
て
き
た
。
た
と
え
ば
渡
辺
久
雄
は
、
淀
川
右
岸
の
摂
津
国
垂
水
西
牧
榎
坂
郷
に
つ
い
て
、
鎌
倉
初
期
の
太
田
文
を
分
析
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

結
果
、
こ
の
条
里
欄
施
行
地
域
に
お
け
る
集
落
が
、
　
『
き
わ
め
て
粗
な
集
中
を
示
す
』
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
金
田
章
裕
は
、
さ
ら
に
一
歩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

を
進
め
、
条
里
制
の
本
拠
地
と
も
い
う
べ
き
畿
内
に
お
い
て
、
奈
良
・
平
安
期
の
屋
敷
配
置
が
、
か
な
り
疎
々
を
量
し
た
こ
と
を
立
証
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
見
て
い
く
と
、
日
本
の
水
田
農
村
は
最
初
か
ら
条
里
集
落
を
典
型
と
す
る
密
集
村
落
の
形
態
を
と
り
、
散
居
集
落
は
き
わ
め
て

新
し
い
時
代
の
開
拓
地
域
に
お
い
て
出
現
し
た
と
い
う
考
え
方
は
、
支
持
し
が
た
く
な
っ
て
く
る
。
む
し
ろ
、
当
初
は
集
・
散
未
分
化
な
状
態

を
呈
し
た
が
、
た
と
え
ば
封
建
体
制
の
進
行
と
か
防
御
的
機
能
の
必
要
性
の
増
大
と
か
の
よ
う
な
、
社
会
条
件
の
変
化
に
伴
い
、
一
方
で
は
集

中
化
の
傾
向
が
強
ま
り
、
他
方
で
は
か
な
り
テ
ィ
ピ
カ
ル
な
散
居
集
落
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。
つ
ま
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
集
落
史
に
み
ら
れ

る
よ
う
な
、
両
形
態
の
か
か
る
分
化
過
程
を
想
定
し
う
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
も
ち
ろ
ん
散
居
集
落
が
東
ア
ジ
ア
で
は
歴
史
の
諸
時
期
に
お
け
る
よ
り
新
し
い
開
拓
地
域
の
集
落
形
態
で
あ
る
と
す
る
累
霞
・
ソ
ー
ル
の
見

⑪解
を
、
筆
老
は
積
極
的
に
支
持
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
考
え
方
を
認
め
る
以
上
、
散
居
集
落
の
成
立
時
期
を
近
世
初
期
に
限
る
の
は
当
を
え

な
い
。
特
定
の
時
期
に
の
み
散
居
が
出
現
し
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
か
く
し
て
、
条
里
鰯
と
散
居
集
落
と
は
ま
っ
た
く
無
縁
の
も
の
で
は
な
く
な
り
、
ま
た
、
大
井
川
扇
状
地
に
お
け
る
散
居
集
落
の
成
立
期
に

つ
い
て
も
、
か
な
り
巾
広
い
考
え
方
が
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
こ
う
い
う
前
提
に
立
っ
て
、
筆
者
は
実
態
調
査
を
行
な
い
、
扇
状
地
集
落
の
原
型
を
探
ろ
う
と
し
た
。
大
井
川
下
流
域
に
見
ら
れ
る
散
居
集

落
の
起
源
は
ど
の
あ
た
り
に
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
現
在
の
集
落
形
態
の
起
源
を
、
で
き
う
る
か

ぎ
り
古
い
時
期
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
遡
及
的
手
法
は
、

　
e
居
住
地
の
時
間
的
連
続
性

　
⇔
居
住
者
の
系
統
性
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⇔
集
落
型
の
継
承
性

の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
、
そ
の
い
ず
れ
も
が
実
態
調
査
の
結
果
と
文
献
資
料
の
検
討
を
通
し
て
証
明
さ
れ
る
な
ら
ば
、

起
源
に
関
し
、
か
な
り
閉
る
い
見
通
し
が
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
①
　
小
川
琢
治
、
人
文
地
理
学
研
究
、
一
九
二
八
、
六
三
～
六
四
頁
。

　
②
　
小
寺
廉
吉
・
岩
本
英
夫
、
大
井
川
下
流
の
散
居
制
村
落
、
地
理
学
評
論
、
十
五

　
　
－
九
・
十
、
一
九
三
九
。

　
③
牧
野
信
之
助
、
散
居
制
並
び
に
環
濠
都
落
に
つ
い
て
、
歴
史
と
地
理
、
二
七
－

　
　
一
・
三
、
一
九
三
一
。

　
④
金
田
章
裕
、
礪
波
平
野
に
お
け
る
中
世
開
発
と
表
土
と
の
関
連
に
つ
い
て
の
若

　
　
干
の
考
察
、
人
文
地
理
、
二
ニ
ー
四
、
一
九
七
〇
。

　
⑤
た
と
え
ば
長
井
政
太
郎
、
置
賜
地
方
の
豪
族
聚
落
、
一
九
五
六
。

　
⑥
　
池
田
雅
美
、
胆
沢
扇
状
地
に
お
け
る
開
拓
過
程
の
歴
史
地
理
的
研
究
、
人
文
地

　
　
理
、
十
八
一
一
、
「
九
六
六
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
扇
状
地
の
地
形
環
境
と
集
落
景
観

　
赤
石
山
脈
の
中
央
部
に
源
を
発
し
、

ル
の
大
井
川
は
、
東
海
道
の
代
表
的
な
対
向
集
落
、

状
地
を
展
開
し
て
い
る
。
そ
れ
は
著
し
い
荒
れ
川
で
あ
っ
て
、
い

散
居
集
落
の

⑦
永
原
慶
二
、
中
批
村
落
の
構
造
と
領
主
制
、
稲
垣
・
永
原
編
『
中
世
の
社
会
と

　
経
済
』
所
収
。

⑧
谷
岡
武
雄
、
天
龍
川
下
流
域
に
お
け
る
松
尾
神
社
領
主
田
荘
の
歴
史
地
理
学
的

　
研
究
、
史
林
、
四
九
一
二
、
｝
九
六
六
。

⑨
　
渡
辺
久
雄
、
条
里
制
の
研
究
、
一
九
六
八
、
三
四
五
頁
。

⑩
　
金
田
章
裕
、
奈
良
・
平
安
朝
の
村
落
形
態
に
つ
い
て
、
史
林
、
五
三
i
一
二
、
　
㎝

　
九
七
一
。

⑪
o
D
。
羅
や
認
鎚
∴
い
窃
｛
9
己
Φ
ヨ
。
暮
ω
号
冨
隠
。
σ
q
毎
℃
三
Φ
ぎ
ヨ
p
貯
ρ
目
。
ヨ
．

　
臨
同
層
い
．
出
帥
ぴ
諜
鉢
層
℃
や
鼻
Q
。
凸
◎
δ
㎝
飴
凸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
峡
谷
を
う
が
ち
な
が
ら
山
地
を
縦
断
し
て
、
南
南
西
流
の
ち
南
南
東
流
す
る
全
長
一
八
○
キ
ロ
メ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
谷
と
島
田
を
過
ぎ
る
と
旺
盛
な
堆
積
作
用
を
行
な
い
、
下
流
域
に
巨
大
な
デ
ル
タ
心
添

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ま
で
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
、
氾
濫
の
記
録
を
と
ど
め
て
き
た
。

　
現
在
の
よ
う
に
両
岸
の
堤
防
が
や
や
西
寄
り
に
河
道
を
固
定
す
る
ま
で
は
、
大
非
常
は
左
右
へ
か
な
り
自
由
に
乱
流
し
、
扇
状
地
を
前
進
さ

せ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
　
『
は
る
ば
る
と
広
き
河
原
の
中
に
、
一
筋
な
ら
ず
流
れ
別
れ
た
る
河
瀬
ど
も
、
と
か
く
入
違
ひ
た
る
に
似
た
り
』

（
東
寺
紀
行
）
と
は
、
数
多
く
の
中
州
と
そ
れ
ら
を
分
け
て
は
合
す
る
河
道
と
が
っ
く
る
河
床
の
状
況
を
さ
す
が
、
そ
れ
は
ま
た
、
扇
状
地
全
体

の
地
形
環
境
を
あ
ら
わ
す
も
の
で
も
あ
っ
た
。
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大井川扇状地における散居集落（谷醐）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
　
　
　
　
　
　
　
②

　
大
黒
川
下
流
域
の
地
形
に
つ
い
て
は
、
門
村
浩
お
よ
び
日
下
雅
義
の
研
究
が
す
で
に
発
表
さ
れ
て
い
る
。
門
村
氏
の
研
究
は
空
中
写
真
と
ボ

ー
リ
ン
グ
資
料
に
基
づ
い
て
地
形
区
分
を
行
な
っ
た
も
の
で
、
と
く
に
扇
央
部
の
網
状
流
管
に
詳
し
い
。
ま
た
、
日
下
氏
は
、
文
献
・
古
地
図

を
も
参
考
に
し
て
扇
状
地
の
地
形
を
発
達
史
的
に
取
り
扱
っ
て
お
り
、
か
な
り
整
理
さ
れ
た
か
た
ち
で
、
九
つ
の
地
形
面
を
区
分
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
研
究
の
う
え
に
立
ち
、
歴
史
地
理
学
的
観
点
か
ら
す
る
筆
老
自
身
の
観
察
結
果
を
付
け
加
え
る
な
ら
ば
、
大
弁
川
の
デ
ル
タ
的
性
格

を
帯
び
た
扇
状
地
は
、
お
よ
そ
次
の
ご
と
く
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ω
　
洪
水
の
直
撃
を
受
け
る
た
め
、
そ
の
被
害
が
最
も
大
き
い
扇
頂
部
。

　
②
　
扇
状
地
下
位
面
（
網
状
流
出
も
し
く
は
低
地
旧
河
道
）
と
一
部
は
段
丘
薗
化
し
つ
つ
あ
る
扇
状
地
上
位
面
（
旧
中
州
も
し
く
は
微
高
地
）
と
か
ら

調
査
ル
ー
ト
は
一
↓
線
の
部
分

　
上
川
原

　
翫
y
上
島

r
貼｝飯
潔

中
通

田
田
地
理
池
畑
防
路

ス
　
旧
悪

ハ
水
霜
微
溜
茶
堤
道

エ
Ψ
皿
②
∴
坦
璽

o TOO 200 300 400 　　　　　　　　　　700　soo　goo　Teoo500　　　　　600

　i　一rn

第1図　大井川下流左岸における微起伏の状況

成
る
扇
央
部
。

　
③
　
泥
炭
や
有
機
質
土
が
堆
積
し
、
長
期
に
わ
た

り
バ
ヅ
ク
マ
ー
シ
ュ
的
環
境
に
あ
っ
た
扇
側
部
（
牧

ノ
原
台
地
を
開
析
す
る
谷
、
北
側
を
流
れ
る
瀬
戸
川
と
の

八
間
地
域
を
含
む
）
。

　
ω
　
第
一
図
の
よ
う
な
地
形
で
、
氾
濫
は
頻
発
す

る
が
、
必
ず
し
も
大
き
く
な
い
扇
裾
部
。

　
㈲
　
ラ
グ
ー
ン
的
な
低
湿
地
と
砂
礫
州
・
砂
丘
な

ど
か
ら
成
る
デ
ル
タ
的
性
格
の
海
岸
部
。

　
さ
て
こ
の
扇
状
地
を
発
達
さ
せ
た
お
も
な
河
道
と

し
て
、
日
下
氏
の
復
原
に
よ
れ
ば
、
左
岸
で
ほ
ぼ
六

本
、
右
岸
に
お
い
て
二
本
の
も
の
が
認
め
ら
れ
る
。
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そ
れ
ら
の
う
ち
忠
兵
衛
か
ら
田
尻
へ
向
か
う
も
の
が
最
も
長
期
に
わ
た
っ
て
お
り
、
田
尻
付
近
に
大
き
な
デ
ル
タ
を
つ
く
っ
て
、
そ
の
部

分
を
著
し
く
突
出
せ
し
め
た
。
こ
の
流
路
は
、
現
在
、
上
流
に
お
い
て
栃
山
川
に
、
下
流
で
は
木
屋
川
に
あ
る
程
度
ま
て
引
き
継
が
れ
て
い

る
。　

し
か
し
な
が
ら
、
上
の
流
路
が
主
流
て
あ
る
こ
と
を
止
め
た
の
は
か
な
り
古
い
時
代
の
こ
と
て
、
寛
永
四
年
も
し
く
は
慶
長
九
年
の
洪
水
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

よ
り
、
現
在
の
流
路
に
転
じ
た
と
す
る
通
説
は
、
当
ら
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
＝
二
三
四
年
（
建
武
元
）
七
月
十
二
日
の
文
書

に
、
　
『
当
寺
領
解
江
国
初
事
庄
内
大
井
河
以
東
器
量
郷
欝
欝
郷
吉
永
郷
藤
守
郷
仰
被
付
寺
家
也
、
致
知
行
商
被
管
寺
用
者
、
天
気
如
此
依
執
達部における条里悪獣地割の分布
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大井月扇状地における散居集落（谷岡）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
、
　
！
、
初
唱
題
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㍉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
疑
焔
、
ノ
・

瀬
以
7
誓
構
繁
雑
轟
轟
。
．

　
　
　
　
　
ー
重
三
，
　
藁
一
＄
い
　
豪
一
　
　
ノ
．
鶴
〆

如
件
』
と
し
る
さ
れ
た
四
力
業
の
愛
称
地
は
、
現
在
も
ま
た
、

　
つ
ま
り
、
大
井
川
の
本
流
は
、
少
な
く
と
も
十
四
世
紀
前
半
以
来
、

と
に
な
る
。
し
か
も
、
こ
の
南
禅
寺
領
照
力
郷
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
か
い
は
い
ば
ら

す
よ
う
に
、
遠
江
国
榛
原
郡
に
属
し
て
お
り
、

第2図　大井Jllra状地とその周辺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
井
川
の
東
岸
に
見
い
だ
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
現
在
と
岡
じ
く
甲
状
地
で
は
や
や
西
寄
り
の
コ
ー
ス
を
と
っ
て
い
た
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
日
て
は
駿
河
国
志
太
郡
て
あ
る
が
、
一
八
七
九
年
（
明
治
十
二
）
以
前
は
上
の
文
書
が
示

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
た
め
に
し
ば
し
ば
向
榛
原
（
十
八
ヵ
村
）
と
も
呼
ば
れ
て
き
た
。
こ
の
事
実
か
ら
、
大
井
川

の
本
流
は
、
郡
制
成
立
期
に
国
・
郡
境
を
な
し
た
と
考
え
ら
れ
る
向
榛
原
の
北
側
、
す
な
わ
ち
先
に
あ
げ
た
忠
兵
衛
一
田
尻
コ
ー
ス
を
流
れ
て

い
た
こ
と
が
推
定
で
き
る
。

　
こ
の
よ
う
な
地
形
環
境
に
お
い
て
展
開
す
る
集
落
型
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
散
居
で
あ
る
。
か
か
る
集
落
景
観
の
特
色
は
何
か
。
屋
敷
が
点

々
と
散
布
す
る
景
観
の
中
に
は
何
の
通
則
も
見
い
だ
さ
れ
な
い
も
の
か
ど
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
筆
者
は
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
み
た
い
。
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ω
　
水
田
農
村
的
な
扇
側
部
、
街
路
村
形
態
の
集
落
が
見
ら
れ
る
東
海
道
な
ら
び
に
藤
枝
か
ら
吉
田
に
通
じ
る
街
道
、
港
湾
な
ら
び
に
漁
村

的
機
能
を
も
つ
海
岸
な
ど
は
、
こ
の
地
域
に
卓
越
す
る
分
散
型
で
は
な
く
、
や
や
異
質
的
な
群
居
の
地
域
で
あ
る
。
か
か
る
集
居
部
は
た
い
て

い
が
散
居
農
家
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
機
能
を
も
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
機
能
に
支
持
さ
れ
て
、
個
々
の
農
家
は
安
ん
じ
て
分
散
し
え
た
と
も
い

え
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
②
　
岡
村
光
展
の
計
測
に
よ
れ
ば
、
扇
面
に
お
け
る
一
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
当
た
り
家
屡
密
度
は
お
お
む
ね
三
七
～
六
四
戸
と
な
っ
て
、
他

の
散
居
地
域
に
比
べ
て
か
な
り
高
い
値
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
扇
状
地
の
社
会
生
活
が
、
密
集
し
た
水
田
農
村
に
お
け
る
も
の
と

は
さ
ほ
ど
か
け
離
れ
た
状
態
に
な
ら
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
㈲
　
扇
面
に
お
い
て
は
、
田
尻
に
見
ら
れ
る
中
世
的
な
『
堀
之
内
』
を
除
い
て
、
新
田
地
名
が
非
常
に
多
い
。
忠
兵
衛
・
利
右
衛
門
な
ど
と

人
名
を
借
り
た
集
落
も
、
か
か
る
新
田
タ
イ
プ
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
中
世
以
前
に
は
荒
廃
地
の
景
観
が
卓
越
し
、
そ
れ
が
近
世
的

開
発
の
対
象
に
な
っ
た
も
の
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
㈲
　
個
々
の
散
居
農
家
は
、
か
つ
て
い
わ
れ
た
よ
う
に
、
偶
然
に
散
布
さ
れ
た
点
と
し
て
分
布
す
る
の
で
は
な
い
。
よ
く
見
れ
ば
、
そ
れ
ら

は
扇
状
地
の
上
流
か
ら
下
流
の
方
へ
と
、
ほ
ぼ
列
状
に
断
続
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
⑤
　
集
落
の
中
に
は
、
大
島
・
寺
島
・
西
島
・
中
島
・
中
ノ
島
・
東
島
・
上
ノ
島
・
下
ノ
島
・
高
島
・
宮
島
・
蔵
島
・
細
島
・
矢
作
島
・
新

島
・
新
田
島
・
川
原
島
・
河
原
島
な
ど
と
、
島
地
名
の
大
字
に
属
す
る
も
の
が
、
扇
子
部
よ
り
も
下
流
に
お
い
て
、
と
く
に
多
く
分
布
す
る
。

そ
し
て
そ
れ
ら
の
集
落
は
、
網
状
流
跡
に
て
囲
ま
れ
た
微
高
地
を
占
居
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
⑥
　
入
船
式
屋
敷
も
し
く
は
三
角
屋
敷
の
存
在
も
大
井
川
扇
状
地
の
特
色
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
の
敷
地
は
上
流
の
西
北
西
へ
向
け
て
鋭
角
を
な

し
た
三
角
状
で
、
鋭
角
部
に
マ
キ
・
マ
ッ
・
竹
な
ど
が
植
え
ら
れ
、
な
か
に
は
土
堤
に
よ
っ
て
縁
ど
ら
れ
て
い
惹
も
の
も
見
い
だ
さ
れ
る
。
日

下
氏
の
計
測
に
よ
る
と
、
そ
の
数
は
五
四
四
に
達
す
る
。
か
か
る
特
徴
的
な
屋
敷
の
分
布
は
、
扇
状
地
上
位
面
を
主
と
し
、
地
域
的
に
は
扇
頂

か
ら
扇
央
に
か
け
て
が
多
い
。
扇
裾
部
で
居
住
史
が
古
い
と
み
ら
れ
る
墨
守
地
区
な
ど
に
、
ほ
と
ん
ど
分
布
し
な
い
点
が
注
目
さ
れ
る
。
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①
門
村
浩
、
大
井
川
下
流
平
野
の
土
地
条
件
と
災
害
、
静
岡
県
防
災
地
山
調
査
報

告
、
㎝
九
六
七
、
そ
の
他
。

②
　
日
下
雅
義
、
歴
史
時
代
に
お
け
る
大
井
川
扇
状
地
の
地
形
環
境
、
人
文
地
理
、

　
二
一
一
一
、
一
九
六
九
。

③
小
寺
廉
吉
・
岩
本
英
夫
、
前
掲
。

④
南
禅
寺
文
書
、
京
都
大
学
國
史
研
究
室
影
写
本
に
よ
る
。

⑤
岡
村
光
展
、
大
井
翔
扇
状
地
に
お
け
る
近
世
散
居
集
落
の
展
開
、
人
文
地
理
、

　
二
五
－
三
、
一
九
七
三
。

⑥
松
井
勇
、
礪
波
平
野
の
一
部
に
於
け
る
散
村
の
分
布
状
態
に
関
す
る
統
計
的
一

　
考
察
、
地
理
学
評
論
、
七
一
六
、
一
九
三
一
。

三
　
居
住
地
の
時
間
的
連
続
性

大井川扇状地における散居集落（谷岡）

　
扇
面
に
展
開
す
る
多
く
の
散
居
集
落
が
、
近
世
の
新
田
開
発
に
伴
っ
て
出
現
し
た
も
の
に
せ
よ
、
　
一
部
で
は
、
中
世
お
よ
び
そ
れ
以
前
の
時

期
か
ら
居
住
さ
れ
て
き
た
可
能
性
の
強
い
こ
と
は
、
す
で
に
南
禅
寿
文
書
が
示
す
ご
と
く
で
あ
る
。
し
か
ら
ば
、
扇
状
地
の
居
住
史
は
、
い
か

な
る
時
期
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
る
か
。

　
逃
避
式
遺
跡
や
群
集
古
墳
が
牧
ノ
原
台
地
の
先
端
部
、
と
く
に
か
つ
て
東
海
道
が
通
じ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
旧
初
感
村
の
台
地
に
多
く
分

布
し
、
ま
た
、
弥
生
式
遺
跡
や
土
師
・
須
恵
器
出
土
遺
跡
が
北
側
の
瀬
戸
川
本
・
支
流
域
に
数
多
く
見
い
だ
さ
れ
る
こ
と
は
、
す
で
に
明
ら
か

と
な
・
て
い
如
・
か
か
る
先
史
・
原
史
遺
跡
に
関
し
て
は
二
扇
面
は
ほ
と
ん
ど
無
縁
の
存
在
と
い
え
る
・
し
た
が
ぞ
・
古
代
言
開
罪
㌍
示
す

条
里
制
遣
構
の
存
否
が
、
有
力
な
手
が
か
り
と
な
る
。

　
地
籍
図
に
基
づ
い
て
わ
れ
わ
れ
が
明
ら
か
に
し
た
条
里
制
遺
構
の
分
布
は
、
第
二
図
に
示
す
ご
と
く
で
あ
る
。
そ
れ
は
扇
面
を
避
け
て
、
周

辺
部
に
多
く
分
布
す
る
が
、
な
か
で
も
瀬
戸
川
下
流
域
左
岸
の
も
の
は
、
か
な
り
広
範
囲
に
わ
た
り
連
続
的
と
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ

の
地
域
で
は
南
北
線
が
閉
。
。
～
H
O
。
国
偏
す
る
土
地
割
と
、
　
ω
α
。
国
偏
す
る
場
合
と
が
区
別
さ
れ
、
前
者
は
駿
河
国
益
頭
郡
、
後
者
は
同
国
志

太
郡
に
属
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
他
方
、
牧
ノ
原
を
開
析
す
る
谷
は
、
洪
水
か
ら
比
較
的
に
安
全
で
あ
る
た
め
、
か
な
り
早
期
に
開
発
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
北
か
ら
あ
げ
る

と
、
湯
日
・
坂
口
谷
・
勝
問
田
の
三
河
川
流
域
で
は
、
条
里
制
遺
構
が
比
較
的
に
広
く
見
い
だ
さ
れ
る
。
三
地
域
は
相
互
に
隔
っ
て
い
る
け
れ
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ど
も
、
南
北
線
が
い
ず
れ
も
西
偏
し
て
お
り
、
湯
日
川
・
坂
口
谷
川
で
閉
ω
O
～
ω
b
。
。
タ
、
偏
、
勝
閥
田
川
で
頃
お
。
窯
偏
と
な
っ
て
い
る
。
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

れ
ら
が
遠
江
周
榛
原
郡
条
里
の
主
方
向
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
西
方
の
周
智
郡
や
山
名
郡
の
も
の
よ
り
も
西
偏
の
度
が
大
き
い
の
は
、
地

形
に
支
配
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。

　
な
お
、
耕
地
整
理
に
よ
り
大
き
な
撹
乱
を
受
け
た
勝
間
田
川
左
岸
に
お
い
て
、
上
流
か
ら
下
流
へ
と
、
一
の
坪
～
十
一
の
坪
が
連
続
し
て
並

上小杉

’
」
高
疑
、高＼冥慮
　　　　　　　　　l
　　　　　　L－t　N
条盟型土地割
と坪輪帯

ege●e古い堤のあと

，’・@一j　大宇界

＼境－人
早n

　　　　O町

第3図　藤守地区の条里型土地割と囲堤の跡

ん
で
い
る
。
し
か
し
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
坪
並
の
復
原
に
役
立
て
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
第
三
の
条
里
型
土
地
割
分
布
地
域
と
し
て
、
志
太
郡
大
井
川
町
の
藤
守
と
上
・
下
小
杉
地
区
が
あ
げ

ら
れ
る
。
こ
こ
は
か
っ
て
遠
江
国
榛
原
郡
に
属
し
、
南
禅
寺
領
初
二
十
に
包
含
さ
れ
、
向
榛
原
と
も
呼

ば
れ
て
き
た
。
自
衛
隊
航
空
基
地
建
設
の
た
め
に
地
表
景
観
は
か
な
り
変
え
ら
れ
た
け
れ
ど
も
、
こ
の

地
で
は
南
北
線
が
属
俸
。
国
偏
す
る
西
側
の
も
の
と
、
ゑ
ω
α
。
芝
偏
す
る
東
側
の
も
の
と
が
、
あ
た
か

も
対
曲
す
る
か
の
ご
と
く
で
あ
る
。
北
東
端
の
下
小
杉
地
区
に
お
け
る
も
の
は
前
老
と
共
通
し
て
い
る
。

　
前
者
の
方
向
は
退
去
郡
の
も
の
に
や
や
似
る
が
、
も
っ
と
近
い
志
太
郡
・
榛
原
郡
の
い
ず
れ
の
揚
合

と
も
共
通
性
を
も
た
な
い
。
後
者
は
土
地
割
が
さ
ほ
ど
明
確
で
な
い
が
、
榛
原
郡
の
も
の
に
共
通
し
て

お
り
、
南
側
の
高
新
田
が
そ
れ
を
ま
ね
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
小
さ
な
地
区
に
お
け
る
方
向
が
異
な
っ

た
土
地
割
に
つ
い
て
、
そ
の
先
後
関
係
を
論
ず
る
の
は
容
易
で
な
い
。
翼
偶
。
国
偏
の
標
準
型
に
近
い
も

の
が
先
駆
的
に
あ
ら
わ
れ
、
洪
水
な
ど
の
異
変
後
に
螺
ω
α
。
名
偏
の
も
の
が
出
現
し
た
の
か
、
も
し
く

は
そ
の
逆
な
の
か
。
あ
る
い
は
両
者
間
に
志
太
・
榛
原
の
旧
郡
界
を
想
定
す
べ
き
か
。
こ
れ
ら
の
点
は

今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　
属
恥
。
国
偏
地
区
で
は
、
西
か
ら
東
へ
と
一
の
坪
・
二
の
坪
・
三
の
坪
と
坪
地
名
が
三
個
残
存
し
て
い

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
第
一
列
が
北
西
角
に
は
じ
ま
り
、
東
進
し
て
い
く
連
続
式
で
南
西
角
の
三
十
六
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坪
に
て
終
る
坪
並
と
里
の
界
線
と
を
、
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
坪
並
は
、
豊
田
郡
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
検
出
し
え
た
土
地
割
が
、
条
里
制
に
関
係
す
る
こ
と
を
、
史
料
に
よ
っ
て
、
積
極
的
に
裏
付
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
＝
＝
二
年
（
永
久
元
）
十
月
ナ
四
日
の
遠
江
守
源
基
俊
請
文
案
、
同
年
十
月
十
五
日
の
大
蔵
卿
公
房
請
状
に
は
、
質
量
御
牧
内
十
日
谷
の
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

と
が
し
る
さ
れ
、
さ
ら
に
一
一
二
九
年
（
大
治
四
）
三
月
二
十
八
日
の
遠
江
国
質
十
二
立
券
文
案
に
よ
る
と
、
そ
れ
は
葵
（
榛
）
原
郡
に
属
し
て
、

円
勝
寺
へ
寄
進
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
し
か
も
大
治
四
年
掛
文
書
に
は
、
　
『
御
牧
四
嗣
子
田
畠
在
家
山
野
等
目
録
』
が
し
る
さ
れ
、
田
圃
〇
九
町
九
段
三
杖
（
見
作
一
八
六
町
二
段
、

田
代
一
七
町
六
段
、
常
荒
六
町
一
段
三
士
）
、
　
畠
＝
一
六
町
四
段
二
杖
半
（
宋
磁
七
五
町
五
段
二
二
半
、
畠
代
二
二
町
三
段
四
聖
、
常
荒
二
八
町
五
段
一
杖
）
、

原
二
一
〇
町
、
山
五
四
七
町
、
野
二
九
一
町
、
河
原
三
六
〇
町
、
在
家
一
二
八
宇
と
な
っ
て
い
て
、
玉
璽
制
に
基
づ
き
、
郷
・
里
ご
と
に
坪
名

・
地
名
・
面
積
が
示
さ
れ
て
い
る
。
い
ま
郷
・
里
な
ど
の
地
名
を
あ
げ
る
と
次
の
ご
と
く
で
あ
る
（
一
線
は
現
存
地
名
）
。

　
質
侶
郷
　
　
□
里
（
～
二
十
九
坪
）
、
鶴
谷
里
（
三
～
五
、
十
四
～
十
五
坪
）
、
　
大
田
里
（
二
～
五
、
七
～
十
、
十
三
～
ご
十
六
坪
）
、
秘
所
里

　
湯
日
置
　
　
郡
部
黒
（
一
～
二
坪
、
四
～
八
坪
）
、
岡
田
里
（
一
～
六
坪
）
、
生
身
缶
切
（
一
～
四
、
九
～
十
六
坪
）
、
　
生
恵
里
（
二
十
一
坪
）
、
　
［
〕

　
　
　
　
　
里
（
一
～
二
十
坪
）
、
湯
日
工
（
一
～
二
十
一
坪
）
、
深
宇
木
里
（
一
～
十
一
坪
）
、
鎌
㎜
蔵
…
里
（
一
～
八
坪
）
、
田
片
巴
里
（
一
～
四
坪
、
　
一
所

　
　
　
　
　
…
…
四
十
七
個
）

　
　
　
坂
口
中
山
、
初
倉
原
、
荊
野
、
中
河
河
原

　
大
楊
郷

　
こ
れ
ら
の
坪
名
の
ほ
か
に
、
南
網
と
か
北
網
と
か
し
る
さ
れ
た
個
所
は
里
外
的
な
存
在
で
あ
り
、
ま
た
、
田
片
世
里
に
『
一
所
』
の
標
記
が

多
い
の
は
、
条
黒
制
施
行
区
域
か
ら
は
ず
れ
る
た
め
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
質
侶
御
牧
の
位
概
を
金
谷
町
の
志
戸
呂
に
あ
て
る
説
も
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
条
里
制
遺
構
が
何
ら
見
い
だ
さ
れ
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、
一
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

二
九
年
（
火
治
四
）
五
月
十
三
日
の
遠
江
国
司
庁
宣
案
は
、
御
牧
の
年
鑑
を
次
の
ご
と
く
示
し
て
い
る
。
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限
東
中
河
　
　
限
爾
坂
口
中
山
井
真
野
崎
　
　
限
西
粟
峯
宇
那
河
等
　
　
単
帯
大
井
河
流
井
二
陣

　
火
井
川
の
南
で
坂
口
の
北
側
、
し
か
も
中
河
の
西
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
先
史
・
原
史
遣
跡
の
分
布
密
度
が
高
い
旧
初
倉
村
以
外
に
、
御

牧
の
旧
地
を
求
め
る
こ
と
は
て
き
な
い
。
立
券
文
案
に
し
る
さ
れ
た
原
・
山
・
野
は
牧
ノ
原
台
地
な
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
式
内
社
と
し
て
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
O

　　

@　
@　
@　
?
縷
逮
還

　
　
　
熟
瓜
区
　
萄
§
瀞
諏
蔵
鋒
e
照
照
塩
竃
・
冷
瞬
沖
囲
障
灘
伴
滑
蹴
麗
壌
e
誌
ボ
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ら
れ
た
敬
満
神
社
・
大
楠
神
祇
が
位
置
し
て
い
る
。
し
か
も
湯
日
・
岡
田
・
鶴
（
ケ
）
谷
・
中
河
・
初
倉
原
（
た
だ
し
通
称
）
・
坂
口
は
現
在
の
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
く
お
ぎ

名
に
も
見
い
だ
さ
れ
、
文
書
の
大
石
郷
・
深
宇
木
里
は
、
現
在
の
大
柳
・
心
木
に
そ
れ
ぞ
れ
あ
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
現
在
は
新
幹
線
が
通
じ
る
湯
日
野
の
谷
で
は
、
榛
原
郡
方
向
の
条
里
型
土
地
割
が
す
で
に
見
い
だ
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
は
質
侶
御
婦
中
の
岡

田
里
・
湯
日
里
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
湯
野
川
の
谷
で
は
十
二
世
紀
に
法
勝
寺
領
脳
槽
御
牧
が
経
営
さ
れ
、
一
二
九
九
年
（
永
仁
七
）
に
は
南
禅
寺
領
初
倉
荘
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

と
領
有
老
が
交
代
し
た
け
れ
ど
も
、
そ
こ
は
古
代
か
ら
一
貫
し
て
居
住
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
谷
を
出
た
大
井
川
右
爆
の
氾
濫
原
に
お
い
て
も
条

里
型
の
開
発
が
行
な
わ
れ
た
が
、
大
部
分
は
洪
水
を
蒙
っ
て
荒
廃
に
帰
し
、
近
世
に
再
瀾
発
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
し
か
し
、
大
井
川
左
岸
の
藤

守
地
区
で
は
、
た
と
え
氾
濫
を
受
け
て
も
、
被
害
が
少
な
く
、
住
民
の
生
活
が
強
固
な
基
盤
を
も
っ
て
い
た
た
め
に
、
条
里
制
の
復
原
力
が
強

く
、
古
代
か
ら
居
住
地
が
連
続
し
て
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
し
か
も
こ
れ
ら
の
条
里
制
は
、
少
な
く
と
も
八
世
紀
に
は
施
行
さ
れ
て
い
た
。
続
日
本
紀
の
七
七
九
年
（
宝
亀
十
）
十
一
月
辛
巳
の
条
に
は

『
駿
河
国
言
。
以
去
七
月
十
四
日
。
大
雨
汎
盗
。
向
目
郡
堤
防
。
総
百
姓
盧
舎
。
又
口
田
流
感
。
其
立
居
多
。
応
身
軍
功
六
万
三
千
二
百
召
人

　
　
　
　
　
　
⑩

者
。
給
根
修
築
之
』
と
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
当
時
す
で
に
駿
河
国
に
は
口
分
田
が
存
在
し
、
し
か
も
河
川
流
域
で
は
条
里
的
開
発
と
氾
濫

に
よ
る
荒
廃
と
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
よ
り
も
畿
内
に
近
い
遠
江
国
に
つ
い
て
も
同
様
な
こ
と
が
想
定
で
き
よ
う
。

　
扇
側
部
で
は
と
も
か
く
、
扇
央
・
心
々
部
に
お
い
て
居
住
地
の
時
間
的
連
続
性
を
証
拠
立
て
る
も
の
が
、
条
里
型
土
地
割
以
外
に
な
い
だ
ろ

う
か
。

　
こ
の
際
、
扇
状
地
は
多
数
の
網
状
足
跡
と
微
高
地
と
か
ら
成
り
、
前
者
は
水
田
耕
作
に
、
後
者
は
居
住
に
適
し
て
い
る
事
実
を
想
起
す
べ
き

で
あ
る
。
そ
の
う
え
、
必
要
な
場
合
に
微
高
地
が
堤
防
に
よ
っ
て
囲
わ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
た
と
え
ば
一
七
＝
一
年
（
宝
永
八
）
の
古
絵
図
を
み
る
と
、
大
井
川
下
流
右
岸
で
中
州
的
な
土
地
を
占
め
る
吉
田
町
神
戸
（
旧
、
青
柳
村
）
は
、

土
堤
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
集
落
全
体
を
囲
む
大
規
模
な
三
角
屋
敷
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
の
跡
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地
は
『
長
ヤ
ブ
』
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
ま
た
、
現
在
の
中
村
家
の
屋
敷
自
体
が
高
さ
九
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
幅
三
五
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の

竹
ヤ
ブ
が
覆
う
土
堤
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
て
い
て
、
こ
れ
は
古
絵
図
と
の
関
連
を
思
わ
し
め
る
。

　
さ
ら
に
、
堤
防
の
中
に
は
個
々
の
屋
敷
で
は
な
く
、
集
落
全
体
を
取
り
囲
む
も
の
が
見
い
だ
さ
れ
る
。
そ
れ
は
条
里
制
遺
構
が
分
布
す
る
藤

守
地
区
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
地
区
の
南
東
端
部
で
は
、
一
九
六
五
年
の
土
地
改
良
事
業
施
行
以
前
に
『
下
ノ
堤
』
と
呼
ば
れ
る
堤
防

が
残
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
か
っ
て
存
在
し
た
『
上
ノ
堤
』
に
対
す
る
も
の
で
、
そ
れ
ら
の
延
長
部
は
空
中
写
真
に
よ
っ
て
追
跡
さ
れ
、
そ
の
結

果
は
藤
壷
地
区
の
主
要
部
、
と
く
に
集
落
を
取
り
國
む
こ
と
が
判
明
し
た
。
つ
ま
り
藤
島
は
島
地
形
を
し
た
輪
中
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
輪
中
は
、
北
西
～
南
東
方
向
に
長
軸
を
も
つ
紡
錘
形
の
も
の
で
、
約
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
×
ニ
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
を
取
り
巻
い
て
お

り
、
南
西
側
で
一
五
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
比
高
を
示
す
島
地
形
の
ま
わ
り
に
、
さ
ら
に
数
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
で
連
な
り
、
集
落
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

洪
水
か
ら
守
っ
て
き
た
。
し
か
も
そ
れ
は
、
一
四
四
三
年
（
嘉
吉
三
）
の
古
絵
図
に
も
上
ノ
堤
、
下
ノ
堤
と
し
て
し
る
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
⑬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

専
守
は
『
田
遊
び
』
の
伝
統
的
な
行
事
で
知
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
、
そ
こ
に
は
宮
座
も
残
存
し
て
お
り
、
社
伝
で
は
延
暦
年
間
創
建
と
い
わ
れ
る

大
井
八
幡
宮
が
現
存
す
る
。
こ
の
地
区
に
関
す
る
か
ぎ
り
、
居
住
地
が
古
代
か
ら
時
間
的
に
連
続
し
て
き
た
こ
と
は
も
は
や
疑
い
を
入
れ
え
な

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
住
民
は
輪
中
的
環
境
の
中
で
安
定
し
た
水
田
農
業
を
営
ん
で
き
た
。
堤
防
の
外
側
は
彼
ら
に
と
っ
て
居
住
の
困
難
な

『
ヌ
タ
リ
』
（
沼
地
の
意
）
で
あ
っ
た
。

　
①
静
岡
県
文
化
財
保
存
協
会
、
静
岡
県
埋
蔵
文
化
財
地
図
、
お
よ
び
静
岡
県
埋
蔵
　

⑧
庄
園
志
料
。

　
文
化
財
包
蔵
地
地
名
表
、
一
九
六
五
。

②
　
谷
岡
武
雄
、
前
掲
。

③
平
安
遺
文
、
一
七
九
九
。

④
同
右
、
一
八
○
○
。

⑤
同
右
、
二
一
二
九
。

⑥
吉
困
東
伍
、
大
環
本
地
名
辞
譲
、
二
五
三
七
頁
。

⑦
平
安
遺
文
、
二
＝
二
五
。

⑨
南
禅
寺
領
初
倉
荘
が
向
榛
原
は
も
と
よ
り
、
大
井
川
右
岸
の
旧
初
倉
村
の
地
を

　
占
め
て
い
た
こ
と
は
、
二
二
九
二
年
（
明
徳
三
）
一
月
九
日
の
寄
進
状
（
南
禅
寺

　
文
雷
）
に
、
『
遠
江
国
初
倉
庄
内
西
嶋
郷
井
同
国
坂
口
下
目
坂
口
山
家
』
と
し
る

　
さ
れ
た
点
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。

⑩
た
だ
し
、
日
本
紀
略
で
は
『
汎
温
、
決
二
郡
堤
防
』
と
『
又
口
説
流
目
』
の
記

　
譲
が
落
ち
て
い
る
。

⑪
中
村
健
次
朗
氏
蔵
。
な
お
同
家
所
蔵
の
天
明
七
年
村
明
細
帳
に
は
、
青
柳
村
の
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家
数
一
〇
一
軒
、
人
数
五
〇
七
人
、
馬
三
疋
、
弗
十
三
疋
で
、
女
は
『
木
綿
布
織

　
申
候
』
と
し
る
さ
れ
て
い
る
。

⑫
志
太
郡
誌
所
収
。

⑬
　
太
田
良
碩
治
、
藤
守
の
田
遊
の
柵
帆
略
、

一
九
六
一
。

四
　
居
住
者
の
系
統
性

⑭
太
田
良
碩
治
家
文
書
に
よ
れ
ば
、
九
八
五
年
（
寛
和
元
）
一
月
十
七
日
に
神
社

　
の
地
鎮
祭
を
行
な
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
延
暦
は
と
も
か
く
、
十
世
紀
か

　
ら
の
歴
史
を
も
つ
こ
と
が
わ
か
る
。

　
大
井
川
扇
状
地
の
新
田
集
落
に
居
住
す
る
人
び
と
の
中
に
は
、
自
分
た
ち
の
祖
先
が
山
麓
地
帯
よ
り
入
植
し
て
き
た
と
主
張
す
る
も
の
が
あ

る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
を
除
く
と
、
多
少
の
移
動
を
行
な
っ
て
も
、
薦
状
地
の
同
じ
大
字
内
に
代
々
住
み
つ
い
て
き
た
も
の
が
、
相
当
に
多
い

こ
と
が
わ
か
る
。

　
向
榛
原
に
お
け
る
南
禅
寺
領
初
倉
署
内
の
百
姓
が
、
風
損
・
水
入
・
河
押
な
ど
の
災
害
時
に
お
け
る
年
貢
減
免
に
つ
い
て
、
寺
家
と
の
間
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

取
り
決
め
を
行
な
っ
た
一
四
四
五
年
（
文
安
二
）
八
月
十
六
β
の
請
状
が
残
さ
れ
て
い
る
。
末
尾
に
は
五
力
郷
・
村
四
十
二
百
姓
の
署
名
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

初
倉
荘
は
遠
隔
地
荘
園
の
こ
と
と
て
京
都
の
南
禅
寺
で
は
領
有
し
が
た
く
、
遅
く
と
も
一
五
〇
一
年
（
文
亀
元
）
ま
で
に
『
守
護
押
領
』
と
な
る

が
、
そ
の
よ
う
な
結
末
を
み
る
に
至
る
前
段
階
と
し
て
、
農
民
側
の
自
治
的
・
郷
村
的
結
合
の
盛
り
上
が
り
が
あ
っ
た
。

　
黒
田
日
出
男
に
よ
れ
ば
、
請
状
に
署
名
し
た
も
の
は
、
荘
内
の
収
得
機
構
を
代
表
す
る
の
で
は
な
く
、
郷
お
よ
び
村
の
社
会
的
結
合
を
主
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

的
に
支
え
る
基
本
階
層
と
し
て
の
名
主
百
姓
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
わ
れ
わ
れ
は
実
態
調
査
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
名
主
百
姓
の
若
干
と
現
在
の
散
居
住
民
と
の
間
を
、
系
統
的
に
結
び
付
け
る
こ
と

が
可
能
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
居
住
者
の
系
統
性
を
あ
る
程
度
ま
で
主
張
し
う
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
請
状
の
署
名
者
を
列
挙
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
江
留
郷
分
〔
i
印
は
一
四
四
三
年
（
嘉
吉
一
二
）
の
検
地
目
録
に
記
載
〕

　
　
大
畠
、
三
和
衛
門
入
道
、
雪
明
、
藤
衛
門
、
太
郎
衛
門
、
道
憶
、
藤
兵
衛
、
藤
内
太
郎
、
六
郎
衛
門
、
助
衛
門
、
四
郎
衛
門
、
源
兵
衛
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吉
永
分

　
　
大
石
平
左
衛
門
、
太
郎
衛
門
、
孫
子
、
五
郎
衛
門
、
彫
塑
衛
門
、
道
久
、
法
心
、
六
郎
兵
衛
、
五
郎
兵
衛
、
粟
野

　
藤
守
郷
分

　
　
幽
翠
、
圓
貞
、
六
郎
次
郎
、
助
三
郎
、
五
郎
三
郎
、
右
近
太
郎
、
諸
鐙
、
五
郎
左
衛
門
、
太
郎
衛
門
、
助
六
郎
、
徳
四
郎
、
正
書

　
河
三
分

　
　
福
寺
、
次
郎
十
衛
門
、
左
衛
門
太
夫
、
三
郎
衛
門
、
藤
衛
門

　
上
江
留
分

　
　
源
次
郎
、
浄
オ
、
源
兵
衛

　
こ
こ
に
あ
げ
ら
れ
た
郷
・
村
は
、
河
尻
（
現
、
川
尻
）
を
除
き
、
い
ず
れ
も
大
井
川
避
雷
の
扇
央
よ
り
扇
裾
に
か
け
て
の
地
域
に
位
置
し
、
最

も
重
視
す
べ
き
藤
守
郷
が
そ
れ
に
含
ま
れ
て
い
る
。

　
以
下
に
お
い
て
、
わ
れ
わ
れ
が
辿
り
え
た
家
系
に
つ
い
て
、
若
干
の
説
明
を
行
な
う
こ
と
に
し
た
い
。

　
e
　
大
畠
　
　
現
在
の
下
裳
留
に
大
畑
栄
家
が
あ
る
。
過
二
君
に
し
る
さ
れ
た
最
古
の
人
物
の
没
年
は
一
七
七
三
年
（
安
永
二
）
と
な
っ
て
い

る
が
、
他
の
資
料
に
よ
り
先
祖
は
一
六
九
六
年
（
元
禄
九
）
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
孫
分
家
で
あ
っ
て
、
総
本

家
に
あ
た
る
大
畑
武
兵
衛
の
跡
を
継
い
で
（
ヵ
ド
を
も
ら
い
）
今
日
に
至
っ
た
。

　
◎
　
藤
衛
門
　
　
野
江
留
の
岩
谷
喜
太
郎
家
は
、
先
祖
代
々
藤
衛
門
と
呼
ば
れ
て
き
た
。
横
須
賀
街
道
の
西
側
に
、
街
路
村
か
ら
孤
立
し
た

大
き
な
屋
敷
跡
が
残
っ
て
い
る
。
過
去
帳
で
は
天
正
年
間
（
一
五
七
三
～
九
二
）
に
没
し
た
人
物
が
最
も
古
い
。

　
⇔
　
藤
兵
衛
　
　
下
嘉
言
に
東
隣
す
る
宗
高
に
加
藤
重
之
家
が
あ
る
。
こ
の
家
の
確
論
は
堂
前
と
な
っ
て
い
る
が
、
先
祖
が
藤
兵
衛
と
重
兵

衛
と
を
交
互
に
襲
名
し
て
き
た
。
残
念
な
が
ら
一
六
九
九
年
（
元
禄
十
二
）
ま
で
し
か
系
統
を
辿
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
画
　
源
兵
衛
　
　
こ
れ
に
は
二
つ
の
可
能
性
が
一
応
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
は
下
江
留
の
川
村
太
郎
家
の
系
統
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
直
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系
で
は
な
い
。
総
本
家
の
ほ
う
は
東
京
に
転
住
し
た
が
、
も
と
は
源
兵
衛
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
そ
の
先
祖
の
最
古
は
一
七
五
三
年
（
宝
暦
三
）
に

ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
る
。
下
弓
留
の
八
幡
社
（
文
久
二
年
再
建
）
の
石
垣
に
も
寄
付
者
の
一
人
と
し
て
、
源
兵
衛
の
名
が
刻
ま
れ
て
い

る
。
第
二
に
下
小
杉
の
岩
本
誠
一
家
は
『
ゲ
ン
ベ
イ
ヤ
マ
』
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
塚
系
図
に
よ
る
と
、
　
一
二
一
四
年
（
建
保
二
）
に
ま
で
さ
か
の

ぼ
り
う
る
が
、
こ
れ
は
別
系
統
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
㊨
　
五
郎
兵
衛
　
　
吉
永
の
杉
本
繁
家
は
五
郎
兵
衛
と
呼
ば
れ
て
き
た
。
最
古
の
先
祖
で
あ
る
五
郎
兵
衛
は
、
一
六
〇
四
年
（
慶
長
九
）
に
没

し
た
。
こ
の
家
の
総
本
家
に
あ
た
る
杉
本
権
兵
衛
家
は
静
岡
市
に
転
住
し
て
お
り
、
こ
れ
が
文
安
の
請
状
記
載
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
㈹
　
大
石
平
左
衛
門
　
吉
永
の
大
石
賢
次
家
は
、
こ
の
地
域
に
お
い
て
古
文
書
類
を
最
も
多
く
所
蔵
し
て
い
る
。
こ
れ
は
代
々
藤
衛
門
と
呼

ば
れ
て
お
り
、
先
祖
は
一
四
七
二
年
（
文
明
四
）
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
る
。
文
安
二
年
に
か
な
り
近
づ
く
が
、
平
左
衛
門
で
は
な
い

か
ら
同
一
の
家
系
で
あ
る
と
し
か
い
え
な
い
。

　
㊨
　
五
郎
左
衛
門
　
　
専
守
の
田
中
英
男
家
は
、
祖
父
の
代
ま
で
五
郎
左
衛
門
を
名
乗
っ
て
き
た
。
い
ま
は
水
田
化
盲
れ
た
が
、
大
井
八
幡

宮
の
北
に
隣
接
し
て
他
か
ら
孤
立
し
た
か
た
ち
で
、
屋
敷
跡
が
残
り
、
子
ど
も
の
遊
び
場
と
な
っ
て
い
た
。
田
中
家
は
そ
こ
か
ら
小
字
榎
ノ
下

へ
移
転
し
、
こ
れ
も
飛
行
揚
敷
地
と
な
っ
た
た
め
、
現
在
は
小
字
西
裏
に
居
住
し
て
い
る
。
第
二
次
大
戦
中
に
満
蒙
開
拓
団
に
加
わ
り
、
一
九

四
九
年
に
帰
国
す
る
ま
で
の
一
時
期
を
除
き
、
居
住
場
所
は
変
っ
た
が
、
藤
守
地
区
か
ら
離
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
田
中
家
は
懸
守
に
お
い
て
、
代
々
有
力
老
の
地
位
を
保
っ
て
き
た
。
大
井
八
幡
宮
の
宮
座
で
は
座
頭
を
勤
め
て
い
る
。
祭
典
の
お
り
は
、
座

頭
が
七
度
半
の
招
き
を
受
け
た
の
ち
神
社
へ
向
か
う
と
い
う
か
ら
、
い
か
に
も
格
式
が
高
い
。
こ
の
家
は
三
分
家
を
も
ち
、
他
に
そ
れ
ぞ
れ
分

家
・
孫
分
家
を
も
つ
田
中
姓
が
五
系
統
あ
げ
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
わ
れ
わ
れ
は
藤
守
地
区
の
曹
洞
宗
大
学
寺
が
所
有
す
る
過
去
帳
、
田
中
家
に
伝
わ
る
系
図
書
お
よ
び
墓
碑
銘
の
三
者
を
史
料
と
し
て
、
こ
の

家
の
系
統
を
た
ど
っ
て
み
た
。

　
大
学
寺
の
過
去
帳
に
は
、
代
々
五
郎
左
衛
門
の
名
が
見
い
だ
さ
れ
、
た
い
て
い
は
『
五
郎
左
衛
門
父
』
と
の
注
釈
が
あ
っ
て
、
同
じ
名
を
受
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け
継
い
で
き
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
そ
れ
ら
の
う
ち
最
古
の
も
の
は
次
の
ご
と
く
し
る
さ
れ
て
い
た
ひ

　
賢
良
院
忠
倫
義
孝
居
士
　
　
長
享
二
申
＋
一
旦
二
日
田
中
五
郎
左
衛
門
大
先
祖
同
家
吉
書
零
露
テ
改

　
四
鏡
院
寂
光
智
照
大
姉
　
　
文
明
十
八
年
八
月
三
臼
義
孝
妻

　
長
享
二
年
と
い
え
ば
り
四
八
八
年
で
あ
る
。
文
安
二
年
か
ら
四
十
四
年
半
か
隔
っ
て
い
な
い
。

　
大
学
寺
過
去
帳
に
記
載
さ
れ
た
事
実
は
、
墓
碑
銘
に
よ
っ
て
も
確
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
田
中
家
に
伝
わ
る
系
図
書
は
、
も
う
少
こ

し
古
い
時
代
の
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
。

　
系
図
書
の
中
で
は
一
四
八
八
年
（
長
享
二
）
に
没
し
た
義
孝
が
正
義
と
し
て
し
る
さ
れ
て
い
る
。
妻
の
没
年
月
日
が
同
一
で
あ
る
か
ら
、
義
孝

は
正
義
の
戒
名
と
考
え
て
よ
い
。
こ
の
正
義
の
父
は
正
之
丞
で
彼
も
同
じ
く
五
郎
左
衛
門
と
呼
ば
れ
、
一
四
四
八
年
（
文
安
五
）
に
没
し
て
い
る
。

そ
の
先
代
も
五
郎
左
衛
門
で
、
没
年
は
一
四
一
五
年
（
応
永
二
十
二
）
で
あ
る
。
か
く
し
て
文
安
二
年
の
請
状
に
し
る
さ
れ
た
五
郎
左
衛
門
は
、

ま
さ
し
く
田
中
正
之
丞
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
わ
れ
わ
れ
は
、
田
中
英
男
家
の
系
統
を
辿
っ
て
、
文
安
二
年
の
名
主
百
姓
と
の
間
を
結
ぶ
こ
と
に
成
功
し
た
。
こ
の
藤
守

地
区
は
、
条
里
制
施
行
期
以
後
、
居
住
地
が
連
続
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
田
中
家
以
外
に
も
文
安
二
年
請
状
署
名
老
と
の
間
を
結
ぶ
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

が
い
く
ら
か
で
き
る
農
家
が
残
っ
て
い
る
。
史
料
さ
え
あ
れ
ば
、
十
五
世
紀
以
前
の
時
代
に
ま
で
、
散
居
農
家
の
系
統
を
た
ど
る
こ
と
が
可
能

で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
こ
の
向
榛
原
に
お
い
て
は
、
文
安
の
請
状
に
署
名
は
な
く
と
も
、
い
く
世
代
を
も
重
ね
て
き
た
古
い
散
居
農
家
が
残
存
し
て
い
る
。
わ
れ
わ

れ
は
相
川
・
上
泉
・
西
島
・
下
小
杉
・
吉
永
・
墨
守
・
下
墨
留
の
各
地
区
に
お
い
て
、
居
住
者
の
総
本
家
～
本
家
～
分
家
関
係
を
調
査
し
、
個

々
に
系
統
を
追
う
こ
と
に
し
た
。
そ
れ
ら
は
た
い
て
い
江
戸
時
代
初
期
ま
で
し
か
さ
か
の
ぼ
れ
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ
以
前
の
時
期
に
到

達
し
え
た
も
の
が
若
千
存
在
す
る
。

　
下
小
杉
地
区
で
は
、
十
世
代
以
上
続
く
家
が
百
六
十
戸
中
七
戸
数
え
ら
れ
、
そ
の
う
ち
杉
本
家
は
、
総
本
家
が
焼
津
市
へ
転
住
し
た
け
れ
ど
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も
．
他
の
本
家
・
分
家
は
十
三
戸
が
同
じ
地
区
に
残
っ
て
い
た
ひ
杉
本
家
の
先
祖
は
確
認
し
え
な
か
っ
た
が
、
凧
じ
地
区
の
岩
ホ
誠
一
家
は
総

本
家
と
い
わ
れ
、
系
図
書
で
は
先
祖
の
岩
本
兵
次
が
一
二
～
四
年
（
建
保
二
）
に
没
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
い
ま
は
宗
主
に
て
郵
便
局
長
を
勤
め
る
池
谷
忠
次
家
は
、
代
々
清
右
衛
門
と
呼
ば
れ
て
き
た
。
そ
の
先
祖
は
一
五
七
五
年
（
天
正
三
）
に
下
小

杉
に
来
住
し
、
一
六
二
一
年
（
元
和
七
）
に
没
し
て
い
る
。
し
か
も
そ
の
末
家
に
あ
た
る
池
谷
清
右
衛
門
は
、
徳
川
家
康
を
助
け
て
池
谷
の
姓
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

受
け
、
　
一
五
八
三
年
（
天
正
十
一
）
に
彼
に
召
し
出
さ
れ
て
い
る
。

　
藤
守
地
区
に
お
い
て
、
江
戸
時
代
に
大
井
八
幡
宮
の
神
官
を
勤
め
て
い
た
片
岡
清
太
郎
家
は
、
小
右
衛
門
と
の
通
称
を
も
ち
、
そ
の
先
祖
は

一
五
三
七
年
（
天
文
六
）
に
没
し
て
い
る
。
さ
ら
に
明
治
維
新
以
後
に
神
官
と
な
っ
た
太
田
良
碩
治
家
は
、
過
去
帳
に
よ
る
と
、
上
総
国
か
ら
来

住
し
た
も
の
で
、
最
も
古
い
先
祖
は
一
一
九
一
年
（
建
久
二
）
に
没
し
て
お
り
、
天
明
年
間
に
至
り
、
太
田
畏
姓
を
名
乗
っ
た
次
第
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
向
榛
原
に
お
け
る
居
住
者
の
系
統
を
十
二
～
十
三
世
紀
に
ま
で
辿
っ
て
行
く
こ
と
が
で
き
た
。

①
南
禅
寺
文
書
、
京
大
影
写
本
。

②
文
亀
元
年
八
月
十
五
日
、
『
南
禅
寺
領
所
々
目
録
』
、
南
禅
寺
文
書
。

③
黒
田
日
出
男
、
中
世
後
期
の
開
発
と
村
落
1
一
南
禅
寺
領
遠
江
国
初
倉
荘
一
、

　
歴
史
学
研
究
、
三
四
六
、
｝
九
六
九
。

④
『
南
禅
寺
御
領
初
倉
庄
江
寓
郷
嘉
吉
三
年
検
地
目
録
』
（
南
禅
寺
文
書
）
。
た
だ

　
し
、
藤
内
太
郎
は
検
地
目
録
の
藤
内
入
道
と
同
｝
人
と
仮
定
す
る
。

⑤
八
宮
座
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
四
は
空
座
で
あ
る
。
田
中
家
の
ほ
か
座
頭
と
し
て

五
　
集
落
型
の
継
承
性

　
多
々
羅
・
村
松
・
太
多
良
の
各
家
が
あ
げ
ら
れ
る
。

⑥
過
去
帳
記
載
の
没
年
中
、
最
も
古
い
も
の
は
＝
蓋
三
年
（
建
長
五
）
で
あ
る
。

⑦
た
と
え
ば
文
安
請
状
の
『
助
三
郎
幅
を
油
井
家
に
、
『
太
郎
衛
門
』
を
池
上
政

　
治
家
に
あ
て
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
正
誤
に
つ
い
て
は
、
藤

　
守
地
区
に
お
い
て
明
治
初
年
ま
で
医
師
を
勤
め
、
の
ち
他
へ
転
住
し
た
橋
本
家
が

　
『
正
留
』
と
呼
ば
れ
て
き
た
こ
と
を
、
こ
こ
に
し
る
し
て
お
こ
う
。

⑧
池
谷
家
旧
記
（
プ
リ
ン
ト
）

．
わ
れ
わ
れ
は
す
で
に
、
大
井
川
扇
状
地
に
お
け
る
居
住
地
の
な
か
に
は
、
古
代
以
来
時
間
的
に
連
続
す
る
も
の
が
あ
る
こ
と
、
そ
こ
に
住
む

散
居
農
家
の
若
干
は
十
五
世
紀
前
半
ま
で
、
ご
く
一
部
は
十
二
～
十
三
世
紀
ま
で
、
そ
の
系
統
を
た
ど
り
う
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。

し
か
し
、
こ
れ
だ
け
で
は
現
在
見
ら
れ
る
散
居
景
観
が
、
中
世
お
よ
び
そ
れ
以
前
の
時
期
に
お
い
て
成
立
し
、
そ
れ
以
来
同
じ
集
落
型
が
継
承
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さ
れ
て
き
た
こ
と
を
主
張
し
え
な
い
。
こ
の
点
は
他
の
資
料
に
よ
っ
て
証
明
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
集
落
型
の
継
承
性
を
究
明
す
る
た
め
に
、
わ
れ
わ
れ
は
四
つ
の
方
法
を
用
い
た
。
第
一
は
質
侶
荘
立
券
文
案
の
分
析
、
第
二
は
向
榛
原
の
江

富
郷
に
関
す
る
嘉
吉
三
年
検
地
目
録
の
検
討
、
第
三
は
散
居
農
家
が
所
有
す
る
土
地
の
配
列
状
態
に
つ
い
て
の
調
査
、
第
四
は
本
家
～
分
家
関

係
の
系
統
付
け
で
あ
る
。

　
＝
二
九
年
（
大
治
四
）
の
円
勝
寺
領
質
竹
冠
立
券
文
案
に
よ
れ
ば
、
二
百
十
八
宇
の
在
家
が
、
三
離
郷
で
最
少
限
十
二
里
の
中
に
分
布
し
て

い
た
。
そ
れ
を
経
済
的
に
支
え
た
の
が
二
百
九
町
九
段
三
杖
（
う
ち
見
作
は
百
八
十
六
町
二
段
）
の
田
と
百
二
十
六
町
四
段
二
杖
半
（
う
ち
見
作
は
七

十
五
町
五
段
二
臼
玉
）
の
畠
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
在
家
あ
た
り
の
平
均
は
、
水
田
九
段
余
、
畑
地
一
・
二
段
余
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
た

だ
し
、
在
家
の
所
在
地
が
何
ら
示
さ
れ
て
い
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。

　
筆
者
が
か
つ
て
明
ら
か
に
し
た
天
龍
川
下
流
域
に
お
け
る
松
毘
神
社
領
池
田
荘
で
は
、
在
家
役
負
担
者
と
し
て
、
荘
園
領
主
に
よ
る
土
地
領

有
関
係
の
末
端
組
織
を
支
え
る
在
家
は
、
平
均
に
し
て
七
町
七
段
強
の
水
田
と
三
町
三
段
弱
の
畑
地
を
経
営
し
て
い
た
。
そ
の
点
か
ら
筆
者
は

河
川
の
乱
流
地
域
に
お
い
て
、
洪
水
か
ら
比
較
的
に
安
全
な
微
高
地
を
占
居
し
、
在
家
を
り
ー
ダ
ー
と
し
て
数
戸
つ
つ
の
同
族
集
団
を
つ
く
り
、

小
村
も
し
く
は
小
疎
集
村
形
態
を
と
る
集
落
の
存
在
を
、
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
か
か
る
性
格
を
も
つ
在
家
は
、
同
じ
く
平
安
末
期
で
あ
っ
て
も
一
一
七
一
年
（
嘉
応
三
）
の
立
券
状
に
関
し
て
い
る
。
質
侶
荘
の
在
家
は
、
そ

れ
よ
り
も
半
世
紀
近
く
古
い
。
し
た
が
っ
て
、
群
小
の
在
家
が
領
有
体
系
の
最
末
端
に
お
い
て
個
々
に
領
主
に
つ
な
が
っ
て
お
り
、
さ
ほ
ど
階
層

は
分
化
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
に
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
ぞ
れ
の
在
家
が
隷
属
者
的
な
も
の
を
従
え
て
い
た
と
し
て
も
、
嘉
吉
の
検

地
目
録
に
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
よ
う
な
、
ご
く
少
数
の
公
方
散
田
作
人
的
な
も
の
、
あ
る
い
は
下
人
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
群
侶
荘
立
券
文
案
に
し
る
さ
れ
た
地
域
は
、
湯
日
川
流
域
と
坂
口
谷
川
上
流
域
を
除
く
と
、
大
井
川
下
流
右
岸
の
乱
流
域
で
あ
る
。
乱
流
域

で
は
網
状
流
跡
に
て
臨
ま
れ
た
微
高
地
が
見
い
だ
さ
れ
、
そ
こ
に
お
け
る
集
落
は
現
在
も
や
は
り
分
散
型
で
あ
る
。
微
高
地
は
扇
状
地
上
位
面

を
形
成
し
、
い
く
ぶ
ん
段
丘
面
化
し
つ
つ
あ
る
。
や
や
巨
視
的
な
観
点
に
立
つ
と
、
か
か
る
微
高
地
は
十
数
個
の
も
の
が
数
え
ら
れ
る
。
そ
の
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う
え
牧
ノ
原
を
開
析
す
る
谷
の
居
住
グ
ル
ー
プ
が
数
個
に
分
け
ら
れ
る
。
両
者
を
合
し
た
二
十
数
個
の
も
の
が
、
質
侶
荘
域
内
の
居
住
地
と
考

え
て
よ
か
ろ
う
。

　
か
く
し
て
、
質
上
盤
の
在
家
は
、
ほ
ぼ
十
宇
ほ
ど
が
小
村
も
し
く
は
小
気
集
村
を
形
成
し
て
、
池
田
荘
に
つ
い
て
み
た
よ
う
な
微
高
地
や
、

開
析
谷
の
丘
陵
麓
を
占
居
し
た
も
の
と
み
な
す
の
が
最
も
妥
当
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
第
二
に
、
一
四
四
三
年
（
嘉
吉
三
）
の
『
南
禅
寺
領
初
賢
聖
江
富
郷
検
地
目
録
』
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

　
こ
れ
は
す
で
に
黒
田
氏
に
よ
っ
て
分
析
さ
れ
、
八
十
八
・
黒
石
余
の
年
貢
高
を
も
っ
た
者
を
最
高
と
す
る
上
層
な
ら
び
に
下
磨
の
名
主
百
姓
、

そ
の
下
に
あ
る
公
方
散
田
作
人
、
さ
ら
に
名
主
百
姓
に
隷
属
す
る
下
人
な
ど
か
ら
成
る
村
落
の
階
層
構
造
は
も
と
よ
り
、
本
田
・
新
田
・
畠
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ら
構
成
さ
れ
る
所
有
耕
地
、
一
筆
の
耕
地
規
模
か
ら
推
定
さ
れ
る
『
島
』
開
発
の
状
態
が
、
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。

　
現
存
す
る
の
は
下
江
留
で
あ
っ
て
、
江
富
郷
で
は
な
い
。
し
か
し
、
検
地
目
録
に
は
、
宗
高
・
六
日
市
庭
の
ほ
か
、
井
守
境
・
小
杉
境
・
上

泉
境
な
ど
と
範
囲
を
知
る
う
え
で
好
都
合
な
地
名
が
し
る
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
向
榛
原
の
な
か
で
も
現
在
の
下
慰
留
・
宗
高
の
地
区

で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
こ
の
範
照
内
で
は
、
文
書
に
あ
ら
わ
れ
た
地
名
の
う
ち
、
小
池
・
天
神
森
・
山
王
田
・
堂
嶋
（
堂
島
島
か
）
は
下
江

留
に
、
荒
原
・
白
金
・
三
崎
・
宗
高
天
神
は
撃
高
に
、
宇
垂
・
焼
橋
は
懸
守
に
、
そ
れ
ぞ
れ
小
掌
骨
と
し
て
見
い
だ
さ
れ
る
。

　
検
地
目
録
に
挙
げ
ら
れ
た
四
十
五
名
主
百
姓
の
う
ち
、
屋
敷
免
が
し
る
さ
れ
た
も
の
は
、
二
十
九
で
あ
る
。
そ
の
最
大
は
八
番
小
泉
分
の
三

段
二
丈
で
、
ま
た
、
本
田
十
二
町
八
段
二
丈
九
歩
、
新
田
四
町
五
段
四
丈
十
八
歩
、
畠
四
町
八
段
二
丈
二
十
歩
を
保
有
す
る
最
大
の
名
主
土
層
、

二
番
の
大
畠
は
、
屋
敷
免
が
一
反
四
丈
十
八
歩
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
程
度
の
屋
敷
内
に
下
人
層
を
居
住
せ
し
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
か
に

は
一
画
（
六
十
歩
）
と
か
三
丈
（
百
八
十
歩
）
と
か
の
小
さ
い
屋
敷
も
あ
る
。
か
か
る
屋
敷
規
模
は
、
現
在
の
も
の
と
さ
ほ
ど
か
わ
ら
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
屋
敷
の
村
落
域
内
に
お
け
る
分
布
状
態
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。

　
た
と
え
ば
二
番
大
畠
の
水
田
の
う
ち
、
二
段
一
丈
三
十
歩
は
『
藤
内
入
道
西
』
に
、
二
丈
と
四
馬
と
は
『
藤
内
入
道
屋
敷
北
』
に
、
ま
た
、

十
一
番
五
郎
衛
門
の
水
田
の
う
ち
、
二
丈
は
同
じ
く
『
藤
内
入
道
屋
敷
北
』
に
存
在
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
荘
園
内
で
は
も
は
や
形
が
い
化
し
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名 主lew・規劇配・屋敷・隣接す翻地1他人・繍・隣接す・・と糊白な耕地隅企露鵜躍もしく軽敷

讃
畠

法
大
1
　
2
3．四郎衛門

4．　十皇β衛N

5．藤兵衛

7．安立分

8．小泉方
・・奎編郎

11．五郎衛門

12．道後入道

15．道永入道

16．正　　範

18．行一名

21．源兵衛

24．　二良β衛WV

25．　≡三良β衛F7

26．吉祥庵

35．大宮別当

36．孫左衛門

2段2丈18歩

1．　4．　18

2．　0．　18

0
0
0
0
G
1
2
0
0
2
2
2
8
0

2
4
1
2
4
1
×
0
1
4
2

3
1
0
2
1
0
2
2
0
0
0

L　L　O

3丈（田，屋敷ノ西）

1丈（田，屋敷前河端）

1段丈31歩（田，麗敷北）

1段1丈28歩（田，屋敷西）

2丈（田，屋敷前）

1段4丈（贔，屋敷北）

1段2丈（田，五三屋敷大宮西）

騒浸翻由弊離灘敷北）

2段目8歩（田，六日市庭屋敷北）

1段1丈5歩（田，クイツキ屋敷西添）

1段10歩（田，弥藤五入道屋敷北）

1段（田，下野屋敷東）

2丈（田，藤内入道屋敷北）

4段（田，藤田屋敷東）｛1段（畠，屋藤口麗敷前）

1丈10歩（天王田当宗高麗敷西）

2段丈29歩（田，宗高与三家前）

3丈（田，西宮大夫テ屋敷）

1丈（田、長キニ屋敷）

｛2段（田，二舛三三昧屋敷）1町1段24歩（田，弥七屋敷ノ内）
4丈6歩（田，出口上平四郎屋敷）

2丈12歩（田，カチ屋敷）

1段丈17歩（田，クイツキ屋敷）

3丈（畠，倉屋敷）

1丈（田，新屋敷）

1段（田，北屋敷）

1町（田，江戸屋敷）

＊’ ｮ敷名のみあげて，北・西など方向を示さない場合も，おそら‘く隣接するものと考えられる。
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大井川扇状地における数居集落（谷岡）

地宅地雑地畑田水

小宇劃工数小字数1筆数小四一数ふ字数陣数
文安講状現在の戸主

　
　
　
　

7
　
2
8
　
一
⑫

1
6
喬

13

@
1
0

7
　
　
　
9
臼

21

【
⑦

4

一
㈲

29

43

28
15）

4
7
6
③

畠大

藤　兵　衛

五郎左衛門

大畑栄

加藤重之

　　　ま田中英男

＊　開拓団として満洲へ渡ったため，戦時中の所有地はほとんどない。（）印は現在。

て
い
た
『
名
』
と
し
て
の
藤
内
入
道
に
関
す
る
屋
敷
は
、
北
と
西
と
を
水
田
に
よ
っ
て
取
り
囲
ま
れ
て
い
た
こ

と
に
な
る
。
ま
た
、
七
番
安
立
分
の
水
田
の
う
ち
一
段
一
丈
五
歩
は
『
ク
イ
ッ
キ
屋
敷
西
添
』
に
、
十
五
番
奥

嶋
の
道
永
入
道
の
水
田
の
う
ち
一
段
丈
十
六
歩
は
『
ク
イ
ッ
キ
屋
敷
』
に
見
い
だ
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
ク
イ

ツ
キ
屋
敷
に
つ
い
て
も
、
水
田
に
隣
接
し
た
散
居
農
家
の
姿
が
思
い
浮
べ
ら
れ
よ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
、
自
己
ま
た
は
他
人
の
屋
敷
の
す
ぐ
そ
ば
に
耕
地
が
存
在
す
る
こ
と
を
明
確
に
示
す
例
が
、
検

地
目
録
に
は
か
な
り
の
数
に
及
ん
で
い
る
。
そ
れ
ら
を
表
示
す
る
と
、
前
ペ
ー
ジ
の
ご
と
く
で
あ
る
（
た
だ
し
、

宗
高
天
神
前
、
押
越
薬
師
前
な
ど
と
社
寺
に
隣
接
す
る
も
の
は
除
く
）
。

　
検
地
目
録
に
し
る
さ
れ
た
名
主
百
姓
の
平
曲
パ
ー
セ
ン
ト
は
、
上
の
よ
う
に
自
己
ま
た
は
他
人
の
屋
敷
に
隣

接
し
、
あ
る
い
は
荒
廃
し
た
屋
敷
内
に
存
在
す
る
耕
地
を
保
有
し
て
い
る
。
こ
れ
は
現
在
と
同
様
に
、
江
三
郷

の
集
落
が
か
な
り
散
居
的
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
し
か
も
か
か
る
景
観
は
、
各
名
主
画
室
が
か
な
り
の
新
田
を
保
有
す
る
こ
と
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
開
発

の
進
行
過
程
に
お
い
て
生
じ
、
い
っ
た
ん
形
成
さ
れ
た
集
落
型
は
後
代
へ
と
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
一
三
八
七
年
（
至
徳
四
）
の
南
禅
寺
領
遠
江
国
初
倉
庄
勘
落
注
文
に
あ
げ
ら
れ
た
ご
と
く
、
河
原
新
田
を
含
む

江
富
・
士
口
永
・
同
音
（
現
、
相
川
）
・
藤
守
の
諸
郷
、
上
泉
・
河
尻
（
現
、
川
尻
）
の
二
村
に
つ
い
て
も
、
　
一
三
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
③

○
年
（
永
仁
七
）
の
文
書
に
し
る
さ
れ
た
南
禅
寺
領
質
倉
荘
に
つ
い
て
も
、
同
様
な
集
落
景
観
と
開
発
の
状
況
が

考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
れ
よ
り
も
一
七
〇
年
古
い
質
侶
荘
に
お
い
て
も
、
在
家
た
ち
が
上
と
類
似
の
集
落
形
態
を

つ
く
っ
て
居
住
し
、
開
発
も
し
く
は
再
開
発
を
行
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
第
三
に
村
落
域
内
に
お
け
る
断
有
地
の
配
列
状
態
は
ど
う
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
も
、
向
榛

原
の
諸
村
落
に
お
い
て
居
住
の
歴
史
が
古
い
と
思
わ
れ
る
若
干
の
散
居
農
家
を
選
ん
で
検
討
し
よ
う
。
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前
ペ
ー
ジ
の
表
は
、
文
安
二
年
請
状
に
記
載
さ
れ
た
名
主
百
姓
に
つ
な
が
る
と
思
わ
れ
る
農
家
に
つ
い
て
、
第
二
次
大
戦
中
に
お
け
る
土
地

所
有
状
態
を
、
閉
鎖
名
寄
帳
に
よ
っ
て
調
べ
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
よ
る
と
、
所
有
地
は
あ
る
程
度
ま
で
分
散
し
て
い
る
が
、
村
落
の
社
会
生
活
に
と
り
基
礎
的
な
単
位
を
な
す
大
字
の
範
囲
外
に
は
、

出
な
い
こ
と
が
判
明
す
る
。
多
く
の
小
字
に
ま
た
が
ら
な
い
の
も
、
．
所
有
地
が
住
居
か
ら
あ
ま
り
離
れ
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
こ
れ
ら
の
状
態
を
地
図
の
上
で
確
か
め
る
た
め
に
、
文
安
二
年
請
状
に
み
え
る
重
富
郷
の
源
兵
衛
の
系
統
を
引
く
川
村
家
の
本
家
に
つ
い
て
、

で
き
る
だ
け
古
い
時
期
の
土
地
所
有
状
況
を
調
べ
て
み
た
。
こ
の
本
家
は
明
治
期
に
川
村
弥
平
を
名
乗
っ
て
い
た
が
、
そ
の
後
東
京
へ
移
住
し
、

屋
敷
跡
が
残
る
の
み
で
あ
る
。
大
字
は
三
江
留
の
西
に
隣
接
す
る
相
川
で
、
大
井
川
に
沿
う
て
い
る
。

　
一
八
九
六
年
（
明
治
二
十
九
〉
の
土
地
台
帳
に
よ
る
と
、
川
村
弥
平
は
、
相
川
地
区
内
に
十
七
町
六
反
八
畝
二
十
九
歩
を
、
大
井
川
の
堤
外
地

に
一
町
三
畝
二
歩
を
所
有
す
る
大
地
主
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
の
分
布
を
地
図
に
示
す
と
、
第
五
図
の
ご
と
く
に
な
る
。
な
お
、
こ
の
地
図
に
は

川
村
家
の
本
家
の
ほ
か
、
正
保
年
闘
（
一
六
四
四
～
四
八
）
に
ま
で
先
祖
を
さ
か
の
ぼ
り
う
る
滝
井
家
（
本
家
は
現
在
、
酒
造
太
郎
）
と
一
七
二
八
年

（
享
保
十
三
）
ま
で
そ
れ
が
可
能
な
木
村
家
（
本
家
は
現
在
、
二
郎
）
の
元
屋
敷
お
よ
び
本
家
～
分
家
関
係
を
示
し
て
お
い
た
。

　
川
村
弥
平
家
は
、
自
宅
の
ま
わ
り
に
且
つ
の
分
家
と
耕
地
を
め
ぐ
ら
せ
、
そ
の
所
有
地
は
街
路
村
付
近
を
の
ぞ
い
て
、
ほ
と
ん
ど
の
小
字
に

分
布
し
て
い
た
。
嘉
吉
三
年
の
検
地
目
録
が
示
し
た
も
の
と
同
様
に
他
人
の
屋
敷
の
前
ま
で
所
有
す
る
場
合
も
み
ら
れ
る
。
川
村
家
の
所
有
地

は
本
来
的
に
は
屋
敷
周
辺
に
ま
と
ま
っ
て
お
り
、
若
干
が
各
所
に
分
散
し
て
い
た
も
の
で
、
屋
敷
か
ら
ひ
ど
く
離
れ
た
と
こ
ろ
は
、
土
地
集
積

の
過
程
に
お
い
て
こ
の
家
に
属
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
は
い
う
も
の
の
、
あ
る
程
度
ま
で
も
と
か
ら
錯
圃
形
態
で
あ
っ
た
こ
と
は
認

め
ら
れ
ね
ば
な
る
ま
い
。

　
わ
れ
わ
れ
は
す
で
に
、
嘉
吉
三
年
の
検
地
目
録
に
つ
い
て
屋
敷
の
あ
り
方
を
検
討
し
た
が
、
そ
の
間
に
お
の
ず
か
ら
、
屋
敷
と
所
有
地
と
の

配
列
関
係
が
明
ら
か
と
な
っ
て
き
て
い
た
。
四
十
五
名
主
百
姓
の
経
営
地
は
、
同
じ
『
歯
茎
郷
』
内
に
存
在
し
、
い
く
つ
か
の
小
字
に
分
か
れ

て
い
た
。
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大井川扇状地における散居集落（谷岡）

　
た
と
え
ば
最
大
規
模
の
二
番
大
畠
の
場
合
に
、
本
田
は
四
十
三
小
字
五
十
六
筆
、
新
田
は
九
小
字
十
二
筆
、
畠
は
八
小
字
十
七
筆
に
そ
れ
ぞ

れ
分
散
し
て
お
り
、
そ
れ
に
つ
ぐ
規
模
の
七
番
安
立
分
（
本
田
十
町
二
段
二
丈
三
十
五
歩
、
新
田
二
町
四
段
三
丈
、
畠
六
段
二
丈
四
十
八
歩
、
屋
敷
免
一

段
）
の
場
合
は
、
本
田
が
二
十
一
小
字
二
十
工
筆
、
新
田
は
二
小
字
毒
筆
、
畠
は
四
小
字
四
筆
と
な
っ
て
い
る
。

　
す
な
わ
ち
、
扇
状
地
村
落
に
お
け
る
散
居
農
家
の
土
地
配
列
状
態
は
、
す
べ
て
を
自
己
の
屋
敷
の
周
辺
に
ま
と
め
る
の
で
は
な
く
、
他
人
の

屋
敷
近
く
ま
で
進
出
す
る
な
ど
し
て
、
あ
る
程
度
ま
で
錯
落
形
態
を
と
り
、
し
か
も
そ
れ
ら
は
村
落
の
支
配
す
る
範
囲
（
今
日
の
大
字
）
外
に
出

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
か
か
る
点
で
は
、
嘉
吉
当
時
も
現
在
も
さ
ほ
ど
か
わ
り
が
な
い
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
嘉
吉
の
場
合
は
現
在
と
ち
が
っ

て
小
字
の
含
む
範
囲
が
狭
く
、
し
た
が
っ
て
外
見
上
は
保
有
地
の
分
散
が
著
し
く
見
え
る
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
純
粋
の
分
散
。
℃
舞
℃
　
一
Φ
筥
Φ
算
型
集
落
が
、
自
宅
の
周
囲
に
す
べ
て
の
農
地
を
ま
と
め
る
の
が
原
則
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
大
井
川
扇
状
地
の

場
合
は
、
典
型
的
な
散
居
で
は
な
い
。
錯
痛
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
み
て
、
か
な
り
居
住
密
度
の
高
い
散
居
集
落
、
も
し
く
は
ル
ー
ズ
な
疎
集
村

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
に
は
、
密
集
村
の
場
合
と
さ
ほ
ど
異
な
ら
な
い
村
落
共
同
体
的
な
も
の
の
存
在
が
想
定
さ
れ
よ
う
。

　
第
四
に
、
向
榛
原
の
諸
村
落
か
ら
若
干
の
古
い
農
家
を
選
び
だ
し
、
そ
れ
ら
の
本
家
～
分
家
関
係
を
考
察
し
て
み
よ
う
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
の

点
を
上
泉
・
下
市
留
・
相
川
・
上
小
杉
・
下
小
杉
・
西
島
・
藤
守
・
吉
永
に
つ
い
て
調
査
し
た
が
、
そ
の
う
ち
上
泉
の
三
総
本
家
に
関
す
る
も

の
を
こ
こ
に
か
か
げ
た
い
。

す
な
わ
ち
ま
ず
、
福
与
卯
吉
家
は
、
一
六
二
〇
年
（
元
和
六
）
に
没
し
た
先
祖
か
ら
数
え
て
十
五
代
目
で
、
仁
左
衛
門
と
か
『
下
の
旦
那
』
と
か

呼
ば
れ
、
四
分
家
を
も
っ
て
い
る
。
第
二
の
山
下
席
雄
家
は
、
一
六
七
二
年
（
寛
文
十
二
）
に
没
し
た
先
祖
か
ら
数
え
て
十
三
代
目
で
、
七
右
衛

門
（
た
だ
し
、
先
祖
は
九
郎
左
衛
門
）
と
呼
ば
れ
、
四
分
家
方
孫
分
家
を
も
つ
総
本
家
で
あ
る
。
第
三
の
山
下
利
治
家
は
、
一
六
八
九
年
（
元
禄
二
）

に
没
し
た
先
祖
か
ら
数
え
て
十
二
代
目
で
、
代
々
、
次
郎
兵
衛
と
呼
ば
れ
、
四
分
家
一
州
分
家
を
も
っ
て
い
る
。

　
第
六
図
に
よ
る
と
、
総
本
家
も
し
く
は
本
家
の
屋
敷
自
体
が
村
域
内
を
移
動
し
て
き
た
こ
と
、
分
家
は
本
家
よ
り
も
か
な
り
離
れ
た
と
こ
ろ

に
行
な
わ
れ
る
傾
向
の
強
い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
家
屋
密
度
は
高
ま
る
け
れ
ど
も
、
密
集
村
と
は
な
ら
ず
に
、
散
居
の
集
落
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大井川扇状地における散居集落（谷岡）

型
が
い
く
世
代
も
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
。

　
大
井
川
扇
状
地
に
お
け
る
．
分
家
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
次
の
よ
う
な
原
則
が
守
ら
れ
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
は
、
北
上
川
流
域
や

礪
波
地
方
の
も
の
に
共
通
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
セ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
ち
う
み

　
O
　
同
じ
大
字
内
、
で
き
う
れ
ば
同
じ
組
内
に
分
け
る
。

　
⇔
　
内
じ
大
字
内
で
は
で
き
る
だ
け
遠
方
に
分
け
る
。
と
く
に
微
高
地
の
畑
地
に
分
け
る
。
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X：i．：NA・

　　tu

1．明治29年における川村

　　弥平の所有地

2．川村家の屋敷

3．川村家，分家の屋敷

4．木村家の元屋敷

5。木村家の屋敷

6。木村家J分家の屋敷

7．滝井家の元屋敷

8．滝井家の屋敷

9．滝井家，分家の屋敷

10．滝井家，分家の屋敷跡

11．耕地とその畦畔

12．宅　地

13．小字界

14．大字界

15．水　路

16．私　鉄
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第6図　向榛原，上泉における福与家および山下両家の本家～分家関係

　
㊧
　
水
利
系
統
で
は
本
家
の
下
流
に
分
け
る
。

　
⑳
　
本
家
の
裏
側
に
分
け
る
（
表
側
に
分
家
さ
せ
る
と
本
家
が
つ
ぶ
れ
る

　
　
と
い
う
伝
承
が
あ
る
）
。

　
㈲
　
街
道
沿
い
に
分
け
る
。

　
な
お
、
第
五
の
原
則
は
、
街
道
集
落
す
な
わ
ち
散
居
地
域
に
お
け
る

商
業
中
心
の
発
達
を
促
進
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
原
則
に
従
っ
て
分
家
が
行
な
わ
れ
る
と
、
全
体
と
し

て
大
字
内
の
居
住
密
度
は
高
ま
る
が
、
集
落
と
し
て
は
散
居
型
が
継
承

さ
れ
て
い
く
。

　
分
家
が
増
加
す
れ
ば
大
字
内
が
量
敷
に
よ
っ
て
充
満
す
る
こ
と
に
な

ら
な
い
か
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
恐
れ
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
み
て
よ

か
ろ
う
。
と
い
う
の
は
、
街
路
集
落
の
発
達
、
他
地
域
も
し
く
は
地
方

都
市
へ
の
転
出
が
み
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
地
域
で
は
、
し
ば
し

ば
『
カ
ド
を
も
ら
う
』
と
い
っ
て
、
他
へ
の
転
出
者
や
廃
絶
し
た
本
家

の
屋
敷
跡
が
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
同
様
な
こ
と
は
、
天
龍
川
下
流
域

に
お
い
て
も
み
ら
れ
た
。

　
分
家
は
し
ば
し
ば
『
地
分
け
』
と
も
呼
ば
れ
る
。
本
家
の
所
有
地
が

分
割
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
近
世
を
通
じ
て
行
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

わ
れ
て
き
た
。
そ
れ
を
史
料
に
よ
っ
て
示
そ
う
。
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分
地
家

一
、
田
拾
壱
町
三
反
五
畝
歩
　
多
々
良
惣
右
衛
門

一
、
田
七
町
弐
畝
歩
　
　
　
　
多
々
良
伊
右
衛
門

一
、
田
七
町
五
畝
三
歩
　
　
　
多
々
良
四
郎
左
衛
門

一
、
田
七
町
八
畝
歩
　
　
　
　
多
々
良
与
兵
衛

凡
田
三
拾
弐
町
五
反
三
歩

　
天
明
三
辛
卵
年

　
　
　
　
　
　
　
多
々
良
与
右
衛
門
　
吉
實
（
花
押
）

大井川1扇状地における重汝居集落（谷岡）

分
地
　
　
代
々
譜
代
之
書

、
高
拾
五
石
　
　
太
田
良
太
左
衛
門
㊥

　
　
此
者
□
遠
州
川
崎
生
之
老
召
仕
之
上
□
□

一
、
高
拾
五
石

一
、
高
八
石

一
、
高
八
石

一
、
高
八
石

一
、
高
八
石

太
田
良
孫
四
郎
㊥

太
田
良
孫
右
衛
門
㊥

橋
本
喜
市
㊥

森
田
紋
右
衛
門
㊥

太
田
良
金
助
㊥

慶
安
四
年
辛
夘
年
八
月
日

　
　
　
　
　
　
　
太
田
良
与
右
衛
門

吉
信
（
花
押
）
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右
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
多
田
良
・
太
田
良
両
家
と
も
長
子
に
多
く
を
与
え
て
、
次
子
以
下
は
で
き
る
だ
け
均
分
す
る
方
法
を
と
っ
て
い
る
。

世
界
的
に
み
る
と
、
　
散
居
地
帯
に
多
い
長
子
網
結
の
原
翔
に
立
ち
な
が
ら
も
、
均
分
相
続
の
妙
味
を
生
か
し
て
い
る
。

　
以
上
に
よ
り
、
大
井
川
下
流
域
の
扇
状
地
に
お
い
て
は
、
開
発
～
荒
廃
～
再
開
発
の
過
程
を
通
じ
て
居
住
密
度
の
変
化
が
生
じ
、
ま
た
、
個

々
の
農
家
に
と
っ
て
社
会
階
層
の
浮
沈
が
あ
っ
た
に
せ
よ
、
歴
史
の
諸
時
期
を
通
じ
て
、
分
散
も
し
く
は
ル
ー
ズ
な
疎
集
村
の
形
態
を
と
る
集

落
型
が
継
承
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
集
落
型
を
支
え
て
き
た
米
作
社
会
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
散
居
集
落
と
は
お

の
ず
か
ら
異
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
わ
れ
わ
れ
は
す
で
に
、
土
地
所
有
の
錯
圃
形
態
に
関
し
て
、
一
種
の
村
落
共
三
体
的
な
も
の
の
存
在
を
想
定
し
た
。
そ
れ
以
外
に
も
、
散
居

農
家
が
大
宇
ご
と
に
強
い
社
会
的
紐
帯
に
よ
っ
て
結
ば
れ
て
い
る
事
実
を
示
す
多
く
の
資
料
が
あ
る
。

　
た
と
え
ば
、
近
世
を
通
じ
て
集
落
群
ご
と
に
、
大
井
川
の
護
岸
工
菓
を
行
な
う
た
め
の
水
防
役
と
、
助
郷
役
と
を
隔
年
交
代
に
出
し
て
い
た

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
と
く
に
水
防
は
、
村
落
の
共
同
体
的
性
格
を
強
め
る
う
え
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
こ
の
地
域
で
は
古
い
隣
保
組
織
と
し
て
十
戸
組
が
存
在
し
た
。
実
際
に
は
十
数
戸
が
グ
ル
ー
プ
を
な
す
も
の
で
、
そ
れ
を
単
位

と
し
て
、
お
日
待
ち
・
庚
申
講
・
伊
勢
講
・
秋
葉
講
の
行
事
や
、
冠
婚
葬
祭
・
家
屋
新
築
の
手
伝
い
、
道
普
請
・
川
さ
ら
え
な
ど
の
村
落
生
活

に
必
要
な
相
互
扶
助
が
行
な
わ
れ
て
き
た
。
今
日
、
向
榛
原
で
は
川
尻
と
と
も
に
養
鰻
業
が
盛
況
を
呈
し
て
き
た
が
、
そ
れ
に
伴
う
共
同
作
業

に
は
、
こ
う
し
た
旧
十
戸
組
の
慣
行
を
思
わ
し
め
る
も
の
が
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
村
落
の
共
同
体
的
性
格
と
、
も
う
一
つ
は
市
場
町
へ
の
進
化
の
方
向
を
辿
る
街
道
集
落
の
ル
ー
ラ
ル
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
機
能

に
助
け
ら
れ
、
個
々
の
農
家
は
自
己
の
経
営
す
る
農
地
に
近
づ
き
、
安
ん
じ
て
分
散
し
、
そ
の
集
落
型
を
い
く
世
代
に
も
わ
た
っ
て
継
承
し
え

た
も
の
で
あ
ろ
う
。

①
黒
田
日
出
男
、
前
掲
。

②
南
禅
寺
文
書
。

③
南
禅
寺
文
書
。

④
太
田
良
碩
治
家
文
書
。
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六
　
む
　
　
す
　
　
び

　
わ
れ
わ
れ
は
、
大
井
川
扇
状
地
に
お
け
る
墨
黒
集
落
に
つ
い
て
、
ま
ず
自
然
条
件
と
集
落
の
現
景
観
と
を
分
析
し
た
の
ち
、
居
住
地
の
時
間

的
連
続
性
、
居
住
者
の
系
統
性
、
集
落
型
の
継
承
性
と
い
う
三
点
か
ら
、
考
察
を
加
え
て
き
た
。

　
こ
の
地
域
で
は
、
扇
側
お
よ
び
扇
裾
の
一
部
に
条
里
型
土
地
割
が
残
存
し
て
お
り
、
宝
亀
十
年
の
口
分
田
に
関
す
る
記
載
か
ら
推
し
て
、
そ

れ
は
少
な
く
と
も
八
世
紀
以
前
に
施
行
さ
れ
た
条
里
制
の
あ
と
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
条
里
制
に
基
づ
く
水
田
を
経
営
す
る
農
家
は
、
集
散

未
分
化
な
集
落
形
態
の
ま
ま
に
開
析
谷
や
扇
裾
に
立
地
し
、
必
要
な
場
合
は
堤
防
で
み
ず
か
ら
を
囲
っ
て
輪
中
集
落
を
形
成
し
た
。
か
か
る
と

こ
ろ
で
は
居
住
地
は
時
間
的
に
連
続
し
て
今
日
に
ま
で
至
っ
た
。
そ
う
で
な
い
と
こ
ろ
で
は
、
開
発
一
荒
廃
－
再
開
発
（
新
田
）
の
過
程
が
た
び

た
び
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
。

　
し
か
も
、
こ
の
よ
う
な
微
高
地
を
占
居
す
る
散
居
農
家
に
つ
い
て
は
、
ご
く
一
部
は
十
二
～
十
三
世
紀
ま
で
、
あ
る
程
度
の
も
の
は
嘉
吉
・

文
安
期
、
す
な
わ
ち
十
五
世
紀
前
半
に
ま
で
、
そ
の
家
系
を
辿
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
に
は
居
住
者
の
系
統
性
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
か
か
る
二
つ
の
検
討
の
上
に
立
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
大
治
四
年
の
質
侶
翠
黛
券
文
案
と
嘉
古
三
年
の
検
地
目
録
と
を
分
析
し
、
土
地
所
有
と

本
家
～
分
家
関
係
に
つ
い
て
の
実
態
調
査
を
行
な
っ
て
み
た
。
そ
の
結
果
は
、
古
い
時
代
に
は
階
層
性
が
明
ら
か
で
な
く
、
十
五
世
紀
中
葉
以

降
は
階
層
分
化
が
か
な
り
目
だ
っ
て
く
る
と
し
て
も
、
居
住
密
度
が
し
だ
い
に
高
ま
る
散
居
型
あ
る
い
は
ル
ー
ズ
な
疎
集
村
タ
イ
プ
が
、
歴
史

の
諸
時
期
を
通
じ
て
継
承
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
む
し
ろ
、
集
散
未
分
化
の
も
の
が
開
拓
の
進
む
に
つ
れ
て
散
居
景
観
を
強
め
、
全

体
と
し
て
居
住
密
度
が
増
大
し
て
い
く
と
い
っ
た
ほ
う
が
適
切
で
あ
ろ
う
。

　
か
か
る
農
家
の
分
散
を
支
え
て
き
た
の
は
、
街
道
沿
い
の
ル
ー
ラ
ル
セ
ン
タ
ー
的
な
集
落
と
、
村
落
内
の
共
同
体
な
諸
慣
行
で
あ
る
。

　
大
井
川
の
扇
状
地
は
、
巨
視
的
に
み
る
と
、
古
代
に
は
遠
隔
地
荘
園
が
経
営
さ
れ
た
よ
う
な
開
拓
縁
辺
帯
に
あ
た
っ
て
い
る
。
か
か
る
縁
辺

帯
に
お
い
て
分
散
・
小
村
・
小
戦
集
村
的
な
開
拓
、
氾
濫
に
よ
る
か
な
り
の
部
分
の
荒
廃
、
散
居
的
再
開
発
が
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
。
ア
ル
ベ
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①

ー
ル
・
ド
ゥ
マ
ン
ジ
ョ
ン
の
分
類
が
全
世
界
に
通
じ
る
も
の
な
ら
ば
、
大
井
川
扇
状
地
に
お
け
る
散
居
集
落
は
、
古
代
の
一
次
的
分
散
と
い
う

よ
り
は
、
集
村
の
間
に
挾
ま
れ
て
い
く
挿
入
さ
れ
た
分
散
象
ω
℃
Φ
巖
δ
コ
ぢ
け
興
。
鉱
ρ
一
＄
の
タ
イ
プ
に
属
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
広

域
に
庫
越
す
る
の
で
は
な
く
、
開
拓
縁
辺
帯
に
お
い
て
特
徴
的
な
も
の
な
の
で
あ
る
。
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こ
の
研
究
は
文
部
省
科
学
研
究
費
総
合
研
究
『
散
村
の
起
源
と
構
造
に
関
す
る
歴
史
地
理
学
的
研
究
』
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
当
時
の
調
査
に
協
力
さ

れ
た
野
田
只
夫
・
乾
幸
次
・
大
迫
輝
通
・
日
下
雅
義
・
渡
辺
利
得
・
早
瀬
哲
恒
・
福
田
徹
・
坂
口
慶
治
・
池
田
碩
・
河
内
源
一
・
大
橋
健
・
小
坂
三
千
子
・

上
田
洋
行
・
辻
文
男
・
浅
野
幸
彦
・
松
本
正
之
・
津
田
弘
毅
・
疋
田
英
昭
の
諸
氏
、
大
井
川
町
・
金
谷
町
・
島
田
帯
・
藤
枝
市
の
当
局
な
ら
び
に
教
育
委
員

会
・
帯
史
編
纂
室
の
方
々
、
図
版
の
作
製
に
助
力
さ
れ
た
岡
田
美
津
子
さ
ん
に
厚
く
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。
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A　Dispersed　Settlement　in　the　Ohi　River　Fan

　　　　　Sorne　Aspects　of　its　Origin　and　Continuity

by

T．　Tanioka

　　There　can　be　found　a　typical　landscape　in　the　boundary　area　between

Suruga駿河and　Tδt6mi遠江．　And圭t　has　been　assumed　that　such　a

settlement－type　has　its　origiit　in　the　early　modern　age．　ln　this　article　I

investigated　this　problem　from　three　view　points　；　that　is，　the　continuity

of　the　settlement　area，　pedigrees　of　the　settlers　and　succession　of　the

settlement－type．　As　the　result　of　that　investigation　1　found　it　out　that

in　this　fan　man　continued　to　live　in　just　the　same　dispersed　settlement

from　the　early　times．　1　think　that　type　of　the　settlement　existed　not

only　after　the　first　half　of　the　fifteenth　century　but　also　before　that

time．　The　dispersed　settlement　of．　Japan　which　belongs　to　the　type　of

the　disPersion　intercalaire　appeared　as　the　form　not　distinct　from’the

amalgamated　settlement　in　the　ancient　time　and　showed　itself　as　recla－

mation　work　went　on　in　the　pioneer　fringe　in　which　remote　manors　was

set　up．

The　Controversy　on　the　Legitimacy　of　the

Southern　Dynasty　and　the　Northern　Dynasty

　　　　　by

S．　Yamamoto

　　The　controversy　on　the　legitimacy　of　the　Southern　Dynasty　and　the

Northern　Dynasty　was　a　very　serious　event　that　dealt　wkh　problem

of　the　national　polity　straightly，　then　developed　from　an　academic

problem　into　a　political　one，　and　threatened　to　become　a　fatal　issue　to

Katsura　Cabinet．

　　Henceforth，　this　problem　has　been　considered　maihly　as　that　of　the

history　of　the　ideas．　ln　this　article，　however，　focusing　on　the　activity
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